
Title 収入金額の計上時期に関する実現主義の意義 : 判例
分析を中心に

Author(s) 谷口, 勢津夫

Citation 阪大法学. 2015, 64(6), p. 1-30

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/71556

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



論

説収
入
金
額
の
計
上
時
期
に
関
す
る
実
現
主
義
の
意
義

―
―
判
例
分
析
を
中
心
に
―
―

谷

口

勢

津

夫

一

は
じ
め
に

筆
者
は
、
以
前
、「
税
法
に
お
け
る
所
得
の
年
度
帰
属
―
―
税
法
上
の
実
現
主
義
の
意
義
と
判
断
枠
組
み
―
―
」
と
題
す
る
論
文(1
)

（
以
下
「
前
論
文
」
と
い
う
）
で
、
所
得
税
法
及
び
法
人
税
法
に
お
け
る
所
得
の
年
度
帰
属
に
つ
い
て
、
権
利
確
定
主
義
の
淵
源
か
ら

生
成
・
確
立
の
過
程
を
辿
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
整
理
・
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
現
主
義
こ
そ
が
所
得
の
年
度
帰
属

の
判
定
に
関
す
る
法
規
範
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
判
断
構
造
に
お
い
て
権
利
確
定
主
義
及
び
管
理
支
配
基
準
が
事
実
認
定
基
準
で
あ
る
こ

と
等
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
、
前
論
文
で
は
、
判
例
の
分
析
を
必
ず
し
も
十
分
に
は
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
本
稿
で
は
、
収
入
金
額
（
所
税
三
六
条
一
項
）
の
計
上
時
期
（
年
度
帰
属(2
)）
の
判
定
に
関
し
て
判
例
の
蓄
積
が
あ
る
所
得
税
の

分
野
に
対
象
を
限
定
し
て
判
例
を
分
析
し
、
収
入
金
額
の
計
上
時
期
に
関
す
る
実
現
主
義
の
意
義
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る(3
)。
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二

判
例
に
お
け
る
実
現
主
義
の
意
義

1

権
利
確
定
主
義
の
淵
源
と
生
成

⑴

総
説

ま
ず
、
判
例
に
お
い
て
実
現
主
義
が
登
場
す
る
以
前
の
議
論
か
ら
み
て
お
こ
う
。
そ
こ
で
は
、
い
わ
ゆ
る
権
利
確
定
主
義
が
議
論
の

中
心
に
あ
っ
た
。
我
が
国
で
は
、
夙
に
、「
権
利
確
定
主
義
の
多
義
性
は
著
し
い
も
の
が
あ
る(4
)。」

と
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
前
論
文
で

み
た
よ
う
に
、
権
利
確
定
主
義
は
、
法
人
税
の
分
野
と
所
得
税
の
分
野
と
で
異
な
る
淵
源
を
有
し
、
異
な
る
生
成
の
過
程
を
経
て
き
た
。

こ
こ
で
は
、
所
得
税
の
分
野
に
お
け
る
権
利
確
定
主
義
の
淵
源
と
生
成
に
つ
い
て
前
論
文
に
即
し
て
概
観
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

戦
前
の
所
得
税
法
に
関
し
て
、「
収
入
金
額
の
計
上
時
期
に
つ
い
て
統
一
的
な
考
え
方
を
示
し
た
も
の
は
み
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し

戦
前
の
通
牒
の
中
に
、
あ
る
種
類
の
所
得
の
収
入
金
額
の
計
上
時
期
に
言
及
し
、
そ
れ
を
収
入
す
べ
き
権
利
の
確
定
し
た
時
の
収
入
金

額
と
す
る
旨
の
趣
旨
を
述
べ
て
い
る
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。
…
…
。
こ
の
よ
う
に
戦
前
に
も
、
後
の
『
権
利
確
定
主
義
』
に
つ
な
が
る

考
え
方
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
認
さ
れ
る(5
)。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
戦
後
、
昭
和
二
二
年
に
所
得
税
法
が
全
文
改
正
さ
れ
（
昭
和
二

二
年
法
律
第
二
七
号
。
以
下
「
旧
所
得
税
法
」
と
い
う
）、
同
法
一
〇
条
一
項
が
次
の
と
お
り
定
め
た
こ
と
で
、
権
利
確
定
主
義
を
め

ぐ
る
状
況
が
一
変
し
た
。

前
条
第
一
項
第
一
号
乃
至
第
五
号
に
規
定
す
る
収
入
金
額
は
、
そ
の
収
入
す
べ
き
金
額
（
金
銭
以
外
の
物
又
は
権
利
を
以
て
収
入
す
べ
き
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
物
又
は
権
利
の
価
額
。
以
下
同
じ
。）
に
よ
り
、
同
項
第
六
号
乃
至
第
八
号
に
規
定
す
る
総
収
入
金
額
は
、
そ
の
収
入
す
べ

き
金
額
の
合
計
額
に
よ
る
。

論 説
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⑵

昭
和
二
二
年
所
得
税
法
に
お
け
る
権
利
確
定
主
義

昭
和
二
六
年
に
発
遣
さ
れ
た
所
得
税
基
本
通
達
（
昭
和
二
六
年
直
所
一
―
一
。
以
下
「
旧
所
得
税
基
本
通
達
」
と
い
う
）
一
九
四
は
、

旧
所
得
税
法
一
〇
条
一
項
の
規
定
に
つ
い
て
、「
収
入
金
額
と
は
、
収
入
す
べ
き
金
額
を
い
い
、
収
入
す
べ
き
金
額
と
は
、
収
入
す
る

権
利
の
確
定
し
た
金
額
を
い
う
。」
と
い
う
解
釈
を
示
し
、
同
通
達
一
九
五
な
い
し
二
〇
四
が
各
種
所
得
ご
と
に
権
利
確
定
の
時
期
に

つ
い
て
執
行
基
準
を
定
め
た
。
国
税
当
局
は
、
こ
の
解
釈
を
敷
衍
し
て
、「
そ
の
年
中
に
収
入
す
べ
き
権
利
の
確
定
し
た
金
額
は
、
た

と
え
ま
だ
現
実
に
現
金
の
収
入
が
な
く
て
も
そ
の
年
の
収
入
金
額
に
算
入
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
権
利
確
定
主
義
に
よ
つ
て
い

る
わ
け
で
あ
る(6
)。」
と
述
べ
、
権
利
確
定
主
義
の
根
拠
を
旧
所
得
税
法
一
〇
条
一
項
の
規
定
に
求
め
る
見
解
を
示
し
た
。
国
税
当
局
の

こ
の
見
解
で
は
、
権
利
確
定
主
義
は
、
収
入
金
額
の
計
上
時
期
の
判
定
に
関
し
て
旧
所
得
税
法
一
〇
条
一
項
の
解
釈
に
よ
っ
て
定
立
さ

れ
た
規
範
（
収
入
金
額
計
上
時
期
判
定
規
範
）
と
し
て
性
格
付
け
ら
れ
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

⑶

判
例
に
お
け
る
権
利
確
定
主
義
の
採
用

そ
の
後
、
昭
和
四
〇
年
代
に
な
っ
て
、
判
例
に
お
い
て
権
利
確
定
主
義
が
採
用
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
最
高
裁
が
採
用
し
た
権
利
確

定
主
義
は
、
以
下
で
み
る
よ
う
に
、
前
記
の
よ
う
な
課
税
実
務
に
お
け
る
権
利
確
定
主
義
と
は
、
内
容
的
に
必
ず
し
も
同
じ
も
の
で
は

な
く
、
ま
た
、
規
範
的
意
味
に
お
い
て
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

最
高
裁
は
、
最
決
昭
和
四
〇
年
九
月
八
日
刑
集
一
九
巻
六
号
六
三
〇
頁(7
)（
以
下
「
昭
和
四
〇
年
最
決
」
と
い
う
）
及
び
最
判
昭
和
四

〇
年
九
月
二
四
日
民
集
一
九
巻
六
号
一
六
八
八
頁
（
以
下
「
昭
和
四
〇
年
最
判
」
と
い
う
）
に
お
い
て
次
の
と
お
り
判
示
し
（
傍
線
筆

者
）、
権
利
確
定
主
義
に
つ
い
て
「
そ
の
見
解
の
一
端(8
)」
を
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
最
高
裁
が
権
利
確
定
主
義
に
つ
い
て
そ
の
見

解
の
全
容
を
明
ら
か
に
し
判
例
の
立
場
を
確
立
し
た
の
は
、
最
判
昭
和
四
九
年
三
月
八
日
民
集
二
八
巻
二
号
一
八
六
頁
（
以
下
「
昭
和

四
九
年
最
判
」
と
い
う
）
の
次
の
判
示
（
傍
線
筆
者
）
に
お
い
て
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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①
昭
和
四
〇
年
最
決

所
得
税
法
一
〇
条
一
項
に
い
う
収
入
す
べ
き
金
額
と
は
、
収
入
す
べ
き
権
利
の
確
定
し
た
金
額
を
い
い
、
そ
の
確
定
の
時
期
は
、
い
わ
ゆ
る
事

業
所
得
に
か
か
る
売
買
代
金
債
権
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
つ
た
と
き
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

②
昭
和
四
〇
年
最
判

資
産
の
譲
渡
に
よ
つ
て
発
生
す
る
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
の
収
入
金
額
の
権
利
確
定
の
時
期
は
、
当
該
資
産
の
所
有
権
そ
の
他
の
権
利
が
相
手
方

に
移
転
す
る
時
で
あ
る
が
、
任
意
競
売
に
お
け
る
所
有
権
移
転
の
時
期
は
競
落
代
金
納
付
の
時
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
（
大
審
院
昭
和
七
年

二
月
二
九
日
判
決
、
民
集
一
一
巻
六
九
七
頁
参
照
）
か
ら
、
競
売
に
よ
る
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
は
、
代
金
納
付
の
時
に
権
利
が
確
定
す
る
、
と
い

う
べ
き
で
あ
る
。

③
昭
和
四
九
年
最
判

旧
所
得
税
法
は
、
一
暦
年
を
単
位
と
し
て
そ
の
期
間
ご
と
に
課
税
所
得
を
計
算
し
、
課
税
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
法
一
〇
条

が
、
右
期
間
中
の
総
収
入
金
額
又
は
収
入
金
額
の
計
算
に
つ
い
て
、「
収
入
す
べ
き
金
額
に
よ
る
」
と
定
め
、「
収
入
し
た
金
額
に
よ
る
」
と
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
同
法
は
、
現
実
の
収
入
が
な
く
て
も
、
そ
の
収
入
の
原
因
た
る
権
利
が
確
定
的
に
発
生
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
時

点
で
所
得
の
実
現
が
あ
つ
た
も
の
と
し
て
、
右
権
利
発
生
の
時
期
の
属
す
る
年
度
の
課
税
所
得
を
計
算
す
る
と
い
う
建
前
（
い
わ
ゆ
る
権
利
確
定

主
義
）
を
採
用
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

前
記
の
各
判
示
は
い
ず
れ
も
旧
所
得
税
法
一
〇
条
一
項
に
関
す
る
判
断
で
あ
る
が
、
昭
和
四
〇
年
最
決
及
び
昭
和
四
〇
年
最
判
（
特

に
前
者
）
と
昭
和
四
九
年
最
判
と
の
明
確
な
違
い
は
、
昭
和
四
九
年
最
判
が
「
所
得
の
実
現
」
と
い
う
要
素
を
権
利
確
定
主
義
の
定
義

の
中
に
採
り
入
れ
た
点
に
あ
る
。
こ
の
違
い
が
生
じ
た
背
景
と
し
て
は
、
昭
和
四
〇
年
最
決
と
昭
和
四
九
年
最
判
と
の
間
に
、
利
息
制

限
法
に
よ
る
制
限
超
過
の
利
息
・
損
害
金
に
関
す
る
最
判
昭
和
四
六
年
一
一
月
九
日
民
集
二
五
巻
八
号
一
一
二
〇
頁
（
以
下
「
昭
和
四

六
年
最
判
」
と
い
う
）
が
示
さ
れ
た
こ
と
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

論 説
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昭
和
四
六
年
最
判
は
、
最
高
裁
が
い
わ
ゆ
る
管
理
支
配
基
準
（
次
の
2
⑵
参
照
）
を
最
初
に
採
用
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
判
決
で
あ

る
が
、
こ
の
判
決
を
理
解
す
る
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
違
法
所
得
の
課
税
所
得
性
に
関
す
る
所
得
税
法
の
解
釈
の
変
遷
に
つ
い
て

み
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

2

管
理
支
配
基
準
の
登
場

⑴

所
得
概
念
の
法
律
的
把
握
説
と
経
済
的
把
握
説

違
法
所
得
の
課
税
所
得
性
に
関
す
る
所
得
税
法
の
解
釈
に
つ
い
て
、
課
税
実
務
は
、
旧
所
得
税
法
の
時
代
に
は
、
所
得
概
念
の
法
律

的
把
握
説
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
。
こ
の
説
は
、「
不
法
所
得
を
、
私
法
上
有
効
に
保
有
し
う
る
利
得
と
保
有
し
え
な
い
利
得
と
に
分

け
、
前
者
の
み
が
課
税
の
対
象
と
な
る
所
得
を
構
成
す
る
、
と
す
る
考
え
方(9
)」、
す
な
わ
ち
、「
私
法
上
の
法
律
関
係
を
基
準
と
し
て
、

課
税
の
対
象
と
な
る
不
法
利
得
の
範
囲
を
画
そ
う
と
す
る(10
)」
考
え
方
で
あ
る
が
、
旧
所
得
税
基
本
通
達
一
四
八
は
次
の
と
お
り
定
め
て

い
た
の
で
あ
る
。

窃
盗
、
強
盗
、
横
領
、
詐
欺
、
強
迫
等
に
よ
る
収
得
物
の
課
税
に
つ
い
て
は
、
次
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

(一
)
窃
盗
、
強
盗
又
は
横
領
に
よ
り
取
得
し
た
財
物
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
を
課
さ
な
い
。

(二
)
詐
欺
又
は
強
迫
に
よ
り
取
得
し
た
財
物
は
一
応
所
有
権
が
移
転
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
該
財
物
か
ら
生
ず
る
所
得
に
つ
い
て
は
、
そ

の
内
容
に
応
じ
、
一
時
所
得
、
事
業
所
得
等
と
し
て
課
税
す
る
。
但
し
、
後
日
、
裁
判
又
は
契
約
の
解
除
に
よ
り
被
害
者
に
復
帰
し
た
場
合

は
、
更
正
を
す
る
も
の
と
す
る
。

(三
)
賭
博
に
よ
る
収
入
は
一
時
所
得
と
す
る
。
但
し
、
後
日
、
刑
事
裁
判
に
よ
り
没
収
さ
れ
た
場
合
は
、
更
正
す
る
も
の
と
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
前
記
の
通
達
規
定
は
、
所
得
税
法
の
昭
和
四
〇
年
全
文
改
正
後
、
昭
和
四
四
年
の
通
達
改
正
で
削
除
さ
れ
（
昭
和
四
四

収入金額の計上時期に関する実現主義の意義
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年
直
審
（
所
）
一
。
い
わ
ゆ
る
「
当
面
通
達
」）、
昭
和
四
五
年
に
全
面
的
に
改
正
さ
れ
た
所
得
税
基
本
通
達
（
昭
和
四
五
年
直
審

（
所
）
三
〇
。
現
行
所
得
税
基
本
通
達
）
で
は
、
同
通
達
三
六
―
一
が
次
の
と
お
り
定
め
た
。

法
第
三
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
「
収
入
金
額
と
す
べ
き
金
額
」
又
は
「
総
収
入
金
額
に
算
入
す
べ
き
金
額
」
は
、
そ
の
収
入
の
基
因
と
な
っ

た
行
為
が
適
法
で
あ
る
か
ど
う
か
を
問
わ
な
い
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
課
税
実
務
の
立
場
は
、
所
得
概
念
の
法
律
的
把
握
説
か
ら
経
済
的
把
握
説
に
移
行
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る(11
)。

経
済

的
把
握
説
は
、「
そ
れ
が
私
法
上
有
効
に
保
有
し
う
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
と
は
関
係
な
く
、
経
済
的
に
見
て
、
利
得
者
が
現
実
に

そ
れ
を
支
配
し
、
自
己
の
た
め
に
享
受
し
て
い
る
限
り
、
不
法
利
得
も
課
税
対
象
た
る
所
得
を
構
成
す
る
、
と
す
る
考
え
方
」
で
あ
り
、

「
こ
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
詐
欺
・
強
迫
に
よ
る
利
得
や
不
法
原
因
給
付
に
該
当
す
る
利
得
の
み
で
な
く
、
窃
盗
や
横
領
に
よ
る
利
得

も
所
得
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。」
と
さ
れ
る(12
)。

判
例
に
は
、
課
税
実
務
の
立
場
が
変
更
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
所
得
概
念
の
経
済
的
把
握
説
を
採
用
し
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の(13
)が
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
六
年
最
判
は
、
次
の
と
お
り
判
示
し
て
（
傍
線
筆
者
）、
経
済
的
把
握
説
の
立
場
を
明
確
に
示
し
た
。

利
息
制
限
法
に
よ
る
制
限
超
過
の
利
息
・
損
害
金
の
支
払
が
な
さ
れ
て
も
、
そ
の
支
払
は
弁
済
の
効
力
を
生
ぜ
ず
、
制
限
超
過
部
分
は
、
民
法

四
九
一
条
に
よ
り
残
存
元
本
に
充
当
さ
れ
る
も
の
と
解
す
べ
き
こ
と
は
、
当
裁
判
所
の
判
例
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
（
昭
和
三
五
年
（
オ
）
第

一
一
五
一
号
同
三
九
年
一
一
月
一
八
日
大
法
廷
判
決
、
民
集
一
八
巻
九
号
一
八
六
八
頁
）、
こ
れ
に
よ
る
と
、
約
定
の
利
息
・
損
害
金
の
支
払
が

な
さ
れ
て
も
、
制
限
超
過
部
分
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
法
律
上
は
元
本
の
回
収
に
ほ
か
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
所
得
を
構
成
し
な
い
も
の
の
よ
う

に
見
え
る
。

し
か
し
、
課
税
の
対
象
と
な
る
べ
き
所
得
を
構
成
す
る
か
否
か
は
、
必
ず
し
も
、
そ
の
法
律
的
性
質
い
か
ん
に
よ
つ
て
決
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
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な
い
。
当
事
者
間
に
お
い
て
約
定
の
利
息
・
損
害
金
と
し
て
授
受
さ
れ
、
貸
主
に
お
い
て
当
該
制
限
超
過
部
分
が
元
本
に
充
当
さ
れ
た
も
の
と
し

て
処
理
す
る
こ
と
な
く
、
依
然
と
し
て
従
前
ど
お
り
の
元
本
が
残
存
す
る
も
の
と
し
て
取
り
扱
つ
て
い
る
以
上
、
制
限
超
過
部
分
を
も
含
め
て
、

現
実
に
収
受
さ
れ
た
約
定
の
利
息
・
損
害
金
の
全
部
が
貸
主
の
所
得
と
し
て
課
税
の
対
象
と
な
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
も
つ
と
も
、
借
主

が
約
定
の
利
息
・
損
害
金
の
支
払
を
継
続
し
、
そ
の
制
限
超
過
部
分
を
元
本
に
充
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、
計
算
上
元
本
が
完
済
と
な
つ
た
と
き
は
、

そ
の
後
に
支
払
わ
れ
た
金
員
に
つ
き
、
借
主
が
民
法
に
従
い
不
当
利
得
の
返
還
を
請
求
し
う
る
こ
と
は
、
当
裁
判
所
の
判
例
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ

つ
て
（
昭
和
四
一
年
（
オ
）
第
一
二
八
一
号
同
四
三
年
一
一
月
一
三
日
大
法
廷
判
決
、
民
集
二
二
巻
一
二
号
二
五
二
六
頁
）、
こ
れ
に
よ
る
と
、

貸
主
は
、
い
つ
た
ん
制
限
超
過
の
利
息
・
損
害
金
を
収
受
し
て
も
、
法
律
上
こ
れ
を
自
己
に
保
有
し
え
な
い
こ
と
が
あ
り
う
る
が
、
そ
の
こ
と
の

故
を
も
つ
て
、
現
実
に
収
受
さ
れ
た
超
過
部
分
が
課
税
の
対
象
と
な
り
え
な
い
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

⑵

私
法
上
無
効
な
所
得
に
係
る
収
入
金
額
の
計
上
時
期

と
こ
ろ
で
、
所
得
概
念
の
経
済
的
把
握
説
の
下
で
は
、
旧
所
得
税
基
本
通
達
一
九
四
に
関
す
る
国
税
当
局
の
見
解
（
前
記
1
⑵
参

照
）
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
次
の
よ
う
な
法
律
構
成
、
す
な
わ
ち
、
旧
所
得
税
法
一
〇
条
一
項
の
解
釈
に
よ
っ
て
権
利
確
定
主
義
を
収
入

金
額
計
上
時
期
判
定
規
範
と
し
て
定
立
し
、
こ
れ
に
該
当
す
る
事
実
の
認
定
に
よ
っ
て
当
該
所
得
に
係
る
収
入
金
額
の
計
上
時
期
を
判

定
す
る
と
い
う
法
律
構
成
は
、
成
り
立
ち
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
私
法
上
無
効
な
所
得
に
つ
い
て
「
収
入
す
べ
き
権

利
」
は
そ
も
そ
も
成
立
（
発
生
）
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
確
定
す
る
こ
と
も
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
、
次
の
見
解
、
す
な

わ
ち
、「
昭
和
四
四
年
の
改
正
所
得
税
基
本
通
達
が
、
権
利
確
定
主
義
を
表
現
す
る
規
定
を
削
除
し
た
主
要
な
理
由
の
一
つ
は
、
昭
和

四
〇
年
前
後
か
ら
、
所
得
概
念
を
め
ぐ
る
議
論
が
盛
ん
と
な
り
、
学
説
・
判
例
に
お
い
て
、
無
効
な
利
得
も
課
税
の
対
象
と
な
る
所
得

を
構
成
す
る
と
い
う
考
え
方
が
強
く
な
っ
た
た
め
、
通
達
も
そ
れ
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
権
利
確
定
主
義
を

普
遍
妥
当
的
な
基
準
と
し
て
正
面
か
ら
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る(14
)。」
と
い
う
見
解
は
、

正
鵠
を
射
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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昭
和
四
六
年
最
判
は
、
既
に
前
記
⑴
の
最
後
の
引
用
部
分
（
特
に
傍
線
部
）
の
中
で
、
制
限
超
過
の
利
息
・
損
害
金
の
課
税
所
得
性

を
肯
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
の
「
現
実
の
収
受
」（
既
収
）
を
基
準
に
し
て
制
限
超
過
の
利
息
・
損
害
金
に
係
る
収
入
金
額
の
計
上

時
期
を
判
定
す
る
考
え
方
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
続
く
次
の
判
示
部
分
（
傍
線
筆
者
）
に
お
い
て
、
そ
の
考
え
方
を
明
確
に
示

し
て
い
る
。

一
般
に
、
金
銭
消
費
貸
借
上
の
利
息
・
損
害
金
債
権
に
つ
い
て
は
、
そ
の
履
行
期
が
到
来
す
れ
ば
、
現
実
に
は
な
お
未
収
の
状
態
に
あ
る
と
し

て
も
、
旧
所
得
税
法
一
〇
条
一
項
に
い
う
「
収
入
す
べ
き
金
額
」
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
、
課
税
の
対
象
と
な
る
べ
き
所
得
を
構
成
す
る
と
解
さ

れ
る
が
、
そ
れ
は
、
特
段
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
、
収
入
実
現
の
可
能
性
が
高
度
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
つ
て
、
こ
れ
に
対
し
、
利
息

制
限
法
に
よ
る
制
限
超
過
の
利
息
・
損
害
金
は
、
そ
の
基
礎
と
な
る
約
定
自
体
が
無
効
で
あ
つ
て
（
前
記
大
法
廷
判
決
参
照
）、
約
定
の
履
行
期

の
到
来
に
よ
つ
て
も
、
利
息
・
損
害
金
債
権
を
生
ず
る
に
由
な
く
、
貸
主
は
、
た
だ
、
借
主
が
、
大
法
廷
判
決
に
よ
つ
て
確
立
さ
れ
た
法
理
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
法
律
の
保
護
を
求
め
る
こ
と
な
く
、
任
意
の
支
払
を
行
な
う
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
、
事
実
上
期
待
し
う
る
に
と
ど
ま
る

の
で
あ
つ
て
、
と
う
て
い
、
収
入
実
現
の
蓋
然
性
が
あ
る
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
し
た
が
つ
て
、
制
限
超
過
の
利
息
・
損
害
金
は
、
た
と

え
約
定
の
履
行
期
が
到
来
し
て
も
、
な
お
未
収
で
あ
る
か
ぎ
り
、
旧
所
得
税
法
一
〇
条
一
項
に
い
う
「
収
入
す
べ
き
金
額
」
に
該
当
し
な
い
も
の

と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
も
つ
と
も
、
こ
れ
が
現
実
に
収
受
さ
れ
た
と
き
は
課
税
の
対
象
と
な
る
べ
き
所
得
を
構
成
す
る
こ
と
、
前
述
の
と
お
り
で

あ
つ
て
、
単
に
所
得
の
帰
属
年
度
を
異
に
す
る
結
果
を
齎
す
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。）。

昭
和
四
六
年
最
判
は
、
要
す
る
に
、
私
法
上
無
効
な
制
限
超
過
の
利
息
・
損
害
金
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
現
実
に
収
受
さ
れ
た
場
合

に
は
、「
収
入
実
現
の
蓋
然
性
が
あ
る
も
の
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
時
期
に
収
入
金
額
と
し
て
計
上
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
に
対
し
て
、
未
収
の
場
合
に
は
、「
収
入
実
現
の
蓋
然
性
が
あ
る
も
の
」
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の

時
期
に
は
収
入
金
額
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
考
え
方
を
判
示
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
考
え
方
は
、
一
般
化
す
れ
ば
、
私
法
上
無
効
な
所
得
に
つ
い
て
は
、
現
実
の
収
入
が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
時
点
で
「
収
入
実
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現
の
蓋
然
性
」
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
そ
の
収
受
の
時
期
に
収
入
金
額
を
計
上
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
考
え
方
に
は
、
利
得
の
現
実
の
収
受
（
管
理
支
配
）
を
も
っ
て
「
収
入
実
現
の
蓋
然
性
」
が
あ
る
も
の
と
認
め

る
と
い
う
判
断
構
造
が
、
内
包
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
利
得
の
現
実
の
収
受
（
管
理
支
配
）
す
な
わ
ち
「
利
得
が
納

税
者
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
も
と
に
入
っ
た(15
)」
こ
と
に
着
目
す
る
と
い
う
意
味
で
、「
管
理
支
配
基
準
」
と
呼
ば
れ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
昭
和
四
六
年
最
判
は
「
制
限
超
過
の
利
息
・
損
害
金
」
と
い
う
金

銭
に
よ
る
収
入
金
額
に
つ
い
て
管
理
支
配
基
準
を
判
示
し
た
も
の
に
と
ど
ま
り
、「
金
銭
以
外
の
物
又
は
権
利
」（
旧
所
得
税
法
一
〇
条

一
項
括
弧
書
。
現
行
所
得
税
法
三
六
条
一
項
括
弧
書
で
は
「
金
銭
以
外
の
物
又
は
権
利
そ
の
他
経
済
的
な
利
益
」）
を
含
む
、
収
入
金

額
に
該
当
す
る
利
得
一
般
に
つ
い
て
管
理
支
配
基
準
を
判
示
し
た
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
で
み
る
よ
う
に
（
次
の

3
⑵
参
照
）、
管
理
支
配
基
準
を
採
用
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
後
の
最
高
裁
判
決
も
、
金
銭
に
よ
る
収
入
金
額
の
計
上
時
期
が
争
わ
れ

た
事
案
に
関
す
る
判
断
で
あ
る
。
収
入
金
額
の
う
ち
「
金
銭
以
外
の
物
又
は
権
利
そ
の
他
経
済
的
な
利
益
」
に
つ
い
て
も
、
現
実
的
・

物
理
的
な
占
有
が
可
能
な
物
や
券
面
が
発
行
さ
れ
て
い
る
無
記
名
債
権
（
証
券
）
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
現
実
の
管
理
支
配
を

観
念
す
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
窃
盗
、
横
領
等
に
よ
る
特
殊
な
場
合
に
は
管
理
支
配
基
準
を
適
用
す
る
余
地
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ

れ
る(16
)が
、
偶
々
そ
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
収
入
金
額
の
計
上
時
期
が
訴
訟
で
争
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
だ
け
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
と

し
て
も
、
と
も
か
く
、
最
高
裁
が
管
理
支
配
基
準
を
適
用
し
た
と
解
さ
れ
る
の
は
、
実
際
に
は
、
金
銭
に
よ
る
収
入
金
額
の
事
案
だ
け

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
租
税
法
律
主
義
（
予
測
可
能
性
・
法
的
安
定
性
の
保
障
）
の
見
地
か
ら
、
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
管
理
支
配
基
準
に
つ
い
て
は
、
正
当
に
も
、「
管
理
支
配
基
準
は
、
い
ろ
い
ろ
の
場
合
に
適
用
し
う
る
が
、
そ
れ
が

租
税
法
律
関
係
を
不
安
定
に
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
適
用
は
、
厳
格
な
要
件
の
下
に
、

例
外
的
な
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う(17
)。」

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
管
理
支
配
基
準
は
、
収
入
の
現
実
の
管
理
支
配
と

収入金額の計上時期に関する実現主義の意義

(阪大法学) 64 (6-9）1537〔2015.3]



い
う
経
済
的
な
事
実
を
適
用
基
準
と
す
る
こ
と
か
ら
、
収
入
す
べ
き
権
利
の
確
定
と
い
う
法
的
な
事
実
を
適
用
基
準
と
す
る
権
利
確
定

主
義
に
比
べ
て
、
そ
の
適
用
基
準
が
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
た
め
、
納
税
者
の
予
測
可
能
性
及
び
法
的
安
定
性
、
さ
ら
に
は
税
務
執
行

の
安
定
性
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
租
税
法
律
主
義
の
見
地
か
ら
は
、
厳
格
か
つ
限
定
的
に
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

3

権
利
確
定
主
義
と
管
理
支
配
基
準
と
の
関
係

⑴

判
例
に
お
け
る
収
入
金
額
計
上
時
期
判
定
に
関
す
る
判
断
構
造

と
こ
ろ
で
、
最
高
裁
は
、
収
入
金
額
の
計
上
時
期
の
判
定
に
関
し
て
管
理
支
配
基
準
を
採
用
し
た
後
も
、
前
述
の
と
お
り
、
昭
和
四

九
年
最
判
で
は
、
権
利
確
定
主
義
に
よ
っ
て
収
入
金
額
の
計
上
時
期
を
判
定
す
る
旨
の
判
断
を
示
し
た
。
そ
こ
で
、
判
例
の
理
解
と
し

て
、
権
利
確
定
主
義
と
管
理
支
配
基
準
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
が
問
題
に
な
る
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
手
が
か
り
は
、
昭
和
四
六
年
最
判
の
前
記
引
用
部
分
の
前
半
部
分
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
部
分
を
以
下
に
も
う
一
度
引
用
し
て
お
こ
う
（
傍
線
筆
者
）。

一
般
に
、
金
銭
消
費
貸
借
上
の
利
息
・
損
害
金
債
権
に
つ
い
て
は
、
そ
の
履
行
期
が
到
来
す
れ
ば
、
現
実
に
は
な
お
未
収
の
状
態
に
あ
る
と
し

て
も
、
旧
所
得
税
法
一
〇
条
一
項
に
い
う
「
収
入
す
べ
き
金
額
」
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
、
課
税
の
対
象
と
な
る
べ
き
所
得
を
構
成
す
る
と
解
さ

れ
る
が
、
そ
れ
は
、
特
段
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
、
収
入
実
現
の
可
能
性
が
高
度
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
﹇
る
﹈。

こ
の
部
分
は
、
私
法
上
有
効
な
利
息
に
係
る
収
入
金
額
の
計
上
時
期
に
関
す
る
判
示
部
分
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
で
は
、
利
息
・
損

害
金
債
権
の
履
行
期
が
到
来
し
た
場
合
、
よ
り
一
般
化
す
れ
ば
、
収
入
す
べ
き
権
利
が
確
定
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
時
点
で
原
則
と
し
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て
（「
特
段
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
」）「
収
入
実
現
の
可
能
性
が
高
度
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」
す
な
わ
ち
収
入
実
現
の
蓋
然
性
が
認

め
ら
れ
る
と
し
て
、
そ
の
権
利
確
定
の
時
期
に
収
入
金
額
を
計
上
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
、
示
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る

（
最
判
昭
和
四
七
年
一
二
月
二
二
日
訟
月
一
九
巻
六
号
一
〇
〇
頁
も
参
照
）。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
内
容
的
に
は
、
昭
和
四
九
年

最
判
で
判
示
さ
れ
た
権
利
確
定
主
義
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

昭
和
四
九
年
最
判
で
は
、
権
利
確
定
主
義
は
、「
収
入
の
原
因
た
る
権
利
が
確
定
的
に
発
生
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
時
点
で
所
得
の

実
現
が
あ
つ
た
も
の
と
し
て
、
右
権
利
発
生
の
時
期
の
属
す
る
年
度
の
課
税
所
得
を
計
算
す
る
と
い
う
建
前
」
と
定
義
さ
れ
た
の
で
あ

る
が
、
こ
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
権
利
確
定
主
義
が
、「
収
入
す
べ
き
権
利
の
確
定
」（「
収
入
の
原
因
た
る
権
利
の
確
定
」
あ
る
い
は

「
収
入
の
原
因
と
な
る
権
利
の
確
定(18
)」）
を
も
っ
て
「
所
得
の
実
現
」
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
る
と
い
う
判
断
構
造
を
内
包
し
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
判
断
構
造
は
、
管
理
支
配
基
準
に
内
包
さ
れ
て
い
る
前
記
の
判
断
構
造
と
基
本
的
に
同
じ
も
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
収
入
金
額
の
計
上
時
期
の
判
定
に
関
し
て
、
昭
和
四
六
年
最
判
で
は
、
私
法
上
無
効
な
所
得
に
つ
い
て
は
、
利
得
の
現

実
の
収
受
（
管
理
支
配
）
す
な
わ
ち
現
実
の
収
入
（
既
収
）
を
も
っ
て
「
収
入
実
現
の
蓋
然
性
」
が
あ
る
も
の
と
認
め
る
と
い
う
判
断

構
造
を
内
包
す
る
基
準
（
管
理
支
配
基
準
）
が
示
さ
れ
、
昭
和
四
六
年
最
判
及
び
昭
和
四
九
年
最
判
で
は
、
私
法
上
有
効
な
所
得
に
つ

い
て
、「
収
入
す
べ
き
権
利
の
確
定
」
を
も
っ
て
「
収
入
実
現
の
蓋
然
性
」
あ
る
い
は
「
所
得
の
実
現
」
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
る
と

い
う
判
断
構
造
を
内
包
す
る
基
準
（
権
利
確
定
主
義
）
が
示
さ
れ
た
、
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

昭
和
四
六
年
最
判
及
び
昭
和
四
九
年
最
判
に
お
い
て
示
さ
れ
た
収
入
金
額
計
上
時
期
の
判
定
に
関
す
る
そ
の
よ
う
な
判
断
構
造
は
、

「
裁
判
官
に
よ
る
事
実
判
断
の
構
造
」
の
う
ち
「
間
接
事
実
か
ら
要
件
事
実
を
推
認
す
る
判
断
の
構
造(19
)」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
と

解
さ
れ
る
が
、
そ
の
判
断
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る(20
)（

傍
線
筆
者
）。
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【
①
】

も
と
よ
り
間
接
事
実
の
種
類
や
数
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
要
件
事
実
を
推
認
さ
せ
る
確
実
性
を
高
め
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
い
く
ら
そ
の

よ
う
に
し
て
み
て
も
、
間
接
事
実
に
よ
る
推
認
に
つ
い
て
は
、
常
に
そ
の
推
認
が
覆
さ
れ
る
可
能
性
の
存
在
す
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
。

【
②
】

間
接
証
拠
で
﹇
主
要
事
実
を
﹈
認
定
し
よ
う
と
い
う
場
合
に
は
、
ま
ず
、
間
接
証
拠
で
間
接
事
実
を
―
―
お
そ
ら
く
は
数
箇
の
間
接
事
実
を

―
―
「
認
定
」
す
る
、
次
に
、
間
接
事
実
か
ら
主
要
事
実
を
「
推
定
」
す
る
、
と
、
こ
う
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
す
る
と
、
間
接
証
拠
か
ら
間

接
事
実
を
認
定
す
る
場
合
に
一
遍
間
違
う
可
能
性
が
あ
り
、
次
に
、
間
接
事
実
か
ら
主
要
事
実
を
推
定
す
る
段
階
で
も
う
一
遍
間
違
う
可
能
性
が

あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
間
接
事
実
と
言
い
ま
し
て
も
、
間
接
事
実
の
間
接
事
実
、
す
な
わ
ち
再
間
接
事
実
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得

る
わ
け
で
す
。
例
え
ば
、
木
に
例
え
る
と
、
す
と
ん
と
真
っ
す
ぐ
立
っ
て
い
る
幹
が
主
要
事
実
だ
と
す
る
と
、
枝
が
間
接
事
実
で
、
葉
が
証
拠
で

す
。
し
か
し
、
枝
の
枝
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
枝
の
枝
が
再
間
接
事
実
に
当
た
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
再
間
接
事
実
か
ら
間

接
事
実
を
推
定
し
、
間
接
事
実
か
ら
主
要
事
実
を
推
定
し
ま
す
か
ら
、
推
定
は
二
回
に
な
り
ま
す
。
す
る
と
、
間
違
う
機
会
は
三
回
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
推
定
と
い
う
の
は
、
認
定
と
違
い
ま
す
。
甲
の
事
実
が
あ
っ
た
ら
乙
の
事
実
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
、
そ
の
蓋
然
性
を
指

す
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
絶
対
と
い
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
必
ず
例
外
、
す
な
わ
ち
、「
反
対
事
実
の
存
在
の
可
能
性
」
が
あ
る
の
で
あ
り
ま

す
。

こ
れ
ら
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
間
接
事
実
か
ら
主
要
事
実
（
要
件
事
実
）
を
推
認
す
る
判
断
の
構
造
に
は
、「
そ
の
推
認
が
覆
さ
れ
る

可
能
性
」
あ
る
い
は
「
反
対
事
実
の
存
在
の
可
能
性
」
が
常
に
内
在
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
昭
和
四
六
年
最
判
は
、
そ
の
よ
う
な
可
能

性
を
「
特
段
の
事
情
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
四
六
年
最
判
は
、
利
息
・
損
害
金
債
権
の
履

行
期
到
来
（
利
息
・
損
害
金
に
係
る
収
入
す
べ
き
権
利
の
確
定
）
を
も
っ
て
、「
特
段
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
、
収
入
実
現
の
可
能
性

が
高
度
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」（
傍
線
筆
者
）
と
判
示
し
た
が
、
こ
の
判
示
は
、「
所
得
の
実
現
＝
主
要
事
実
（
要
件
事
実
）、
収
入
す
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べ
き
権
利
の
確
定
＝
間
接
事
実
」
と
い
う
性
格
付
け
を
明
ら
か
に
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
の
前
提
の
下
で
、
間
接
事
実
か
ら
主
要
事
実

（
要
件
事
実
）
を
推
認
す
る
判
断
に
お
い
て
、「
特
段
の
事
情
」
が
あ
る
場
合
に
は
「
そ
の
推
認
が
覆
さ
れ
る
可
能
性
」
が
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

念
の
た
め
に
い
え
ば
、「
特
段
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
な
い
と
し
て
も
、
間
接
事
実
か
ら
要
件
事
実
を
推
認

す
る
判
断
の
構
造
に
は
「
そ
の
推
認
が
覆
さ
れ
る
可
能
性
」
が
常
に
内
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
裁
判
官
が
判
決
文
の
中
で
「
特

段
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
明
記
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、「
裁
判
官
に
よ
る
事
実
判
断
の
構
造
」
が
変
わ
る
わ

け
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、「
特
段
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
判
決
理
由
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
か

又
は
傍
論
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
左
右
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。

⑵

収
入
金
額
計
上
時
期
判
定
規
範
と
し
て
の
実
現
主
義

以
上
の
理
解
を
前
提
に
す
る
と
、
昭
和
四
六
年
最
判
及
び
昭
和
四
九
年
最
判
は
、
収
入
金
額
計
上
時
期
の
判
定
に
関
す
る
判
断
構
造

に
お
け
る
要
件
事
実
を
「
所
得
の
実
現
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
昭
和
四
九
年
最
判
は
、
権
利
確
定
主
義

に
つ
い
て
、「
収
入
の
原
因
た
る
権
利
が
確
定
的
に
発
生
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
時
点
で
所
得
の
実
現
が
あ
つ
た
も
の
と
し
て
、
右
権

利
発
生
の
時
期
の
属
す
る
年
度
の
課
税
所
得
を
計
算
す
る
と
い
う
建
前
」
と
し
て
、「
所
得
の
実
現
」
が
旧
所
得
税
法
一
〇
条
一
項
の

定
め
る
要
件
事
実
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
定
義
を
示
し
て
お
り
、
ま
た
、
昭
和
四
六
年
最
判
に
関
す
る
調
査
官
解
説
も
、
未
収
の

場
合
に
つ
い
て
の
判
断
に
関
す
る
解
説
の
中
で
、「
違
法
な
利
得
も
ま
た
課
税
の
対
象
と
な
り
う
る
と
す
る
と
、
残
さ
れ
た
問
題
は
、

ど
の
段
階
で
所
得
が
実
現
し
た
―
―
課
税
要
件
が
充
足
さ
れ
た
―
―
と
見
る
べ
き
か
と
い
う
、
所
得
の
計
上
時
期
（
帰
属
年
度
）
の
問

題
で
あ
る(21
)。」（

傍
線
筆
者
）
と
述
べ
、「
所
得
の
実
現
」
が
旧
所
得
税
法
一
〇
条
一
項
の
定
め
る
要
件
事
実
で
あ
る
と
い
う
理
解
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
昭
和
四
六
年
最
判
及
び
昭
和
四
九
年
最
判
は
、
旧
所
得
税
法
一
〇
条
一
項
の
規
定
に
い
う
「
収
入
す
べ
き
金
額
」
と

い
う
要
件
の
解
釈
に
よ
っ
て
、
収
入
金
額
の
計
上
時
期
に
つ
い
て
、「
所
得
の
実
現
」
を
基
準
に
し
て
、
こ
れ
を
判
定
す
べ
き
で
あ
る

と
い
う
規
範
（
以
下
「
収
入
金
額
計
上
時
期
判
定
規
範
と
し
て
の
実
現
主
義
」
又
は
単
に
「
実
現
主
義
」
と
い
う
）
を
定
立
し
た
も
の

と
解
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
同
じ
く
旧
所
得
税
法
一
〇
条
一
項
の
下
で
、
最
判
昭
和
五
三
年
二
月
二
四
日
民
集
三
二
巻
一
号
四
三
頁
（
以

下
「
昭
和
五
三
年
最
判
」
と
い
う
）
が
次
の
と
お
り
同
様
の
判
断
を
示
し
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
規
定
を
基
本
的
に
承
継
し
た
現
行
所
得

税
法
三
六
条
一
項
の
下
で
も
、
最
判
昭
和
六
〇
年
四
月
一
八
日
訟
月
三
一
巻
一
二
号
三
一
四
七
頁
（
以
下
「
昭
和
六
〇
年
最
判
」
と
い

う
）
や
最
判
平
成
一
〇
年
一
一
月
一
〇
日
判
時
一
六
六
一
号
二
九
頁
（
以
下
「
平
成
一
〇
年
最
判
」
と
い
う
）
が
是
認
し
た
原
審
・
福

岡
高
裁
那
覇
支
判
平
成
八
年
一
〇
月
三
一
日
行
集
四
七
巻
一
〇
号
一
〇
六
七
頁
（
以
下
「
平
成
一
〇
年
最
判
・
原
審
判
」
と
い
う
）
が

次
の
と
お
り
同
様
の
判
断
を
示
し
て
き
た
（
傍
線
筆
者
）。

①
昭
和
五
三
年
最
判

旧
所
得
税
法
が
い
わ
ゆ
る
権
利
確
定
主
義
を
採
用
し
た
の
は
、
課
税
に
あ
た
つ
て
常
に
現
実
収
入
の
と
き
ま
で
課
税
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

し
た
の
で
は
、
納
税
者
の
恣
意
を
許
し
、
課
税
の
公
平
を
期
し
が
た
い
の
で
、
徴
税
政
策
上
の
技
術
的
見
地
か
ら
、
収
入
の
原
因
と
な
る
権
利
の

確
定
し
た
時
期
を
と
ら
え
て
課
税
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
増
額
賃
料
債
権
又
は
契
約
解
除
後
の
賃
料
相
当
の
損

害
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
な
お
係
争
中
で
あ
つ
て
も
、
こ
れ
に
関
し
す
で
に
金
員
を
収
受
し
、
所
得
の
実
現
が
あ
つ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
状

態
が
生
じ
た
と
き
に
は
、
そ
の
時
期
の
属
す
る
年
分
の
収
入
金
額
と
し
て
所
得
を
計
算
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
こ
の
理
は
、

仮
執
行
宣
言
に
基
づ
く
給
付
と
し
て
金
員
を
取
得
し
た
場
合
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
昭
和
六
〇
年
最
判

本
件
記
録
及
び
原
審
の
適
法
に
確
定
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
上
告
人
は
、
昭
和
四
三
年
四
月
な
い
し
一
一
月
に
原
判
決
別
表
番
号
一
、
二
の

各
農
地
の
譲
渡
契
約
を
締
結
し
、
同
年
中
に
右
契
約
に
基
づ
き
各
譲
渡
代
金
の
全
額
を
収
受
し
た
上
、
こ
れ
に
つ
き
当
時
の
租
税
特
別
措
置
法
三
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八
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
事
業
用
資
産
の
買
換
え
の
場
合
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
べ
く
、
そ
の
収
入
金
額
を
譲
渡
所
得
の
総
収
入
金
額
に
算
入

し
て
、
同
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
か
か
る
事
実
関
係
の
下
に
お
い
て
は
、
右
各
農
地
の
譲
渡
に
つ
い
て
、

昭
和
四
三
年
中
に
農
地
法
所
定
の
知
事
の
許
可
が
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
同
年
中
に
譲
渡
所
得
の
実
現
が
あ
つ
た
も
の
と
し
て
、
右
収
受
し
た
代

金
に
対
し
課
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
原
審
の
判
断
は
、
正
当
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
平
成
一
〇
年
最
判
・
原
審
判

収
用
法
七
二
条
の
補
償
金
な
い
し
右
補
償
金
に
係
る
権
利
の
特
質
に
徴
す
る
と
、
本
件
損
失
補
償
金
は
、
国
か
ら
み
れ
ば
、
当
該
土
地
に
対
す

る
国
に
よ
る
使
用
権
取
得
の
対
価
で
あ
り
、
土
地
所
有
者
か
ら
み
れ
ば
、
使
用
権
の
設
定
そ
れ
自
体
に
よ
る
当
該
土
地
に
対
す
る
損
失
補
償
金
の

性
質
を
有
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
本
件
損
失
補
償
金
の
払
渡
し
は
右
権
利
取
得
の
時
期
よ
り
前
に
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
こ
れ
を

収
入
す
べ
き
権
利
な
い
し
保
持
す
る
権
利
は
、
権
利
取
得
裁
決
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
権
利
取
得
の
時
期
に
お
い
て
確
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
ゆ
え
に
、
被
控
訴
人
ら
は
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
本
件
損
失
補
償
金
全
額
に
つ
い
て
、
返
還
の
必
要
に
迫
ら
れ
る
こ
と
な
く
こ
れ
を
自

由
に
管
理
支
配
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
右
権
利
取
得
の
時
期
に
お
い
て
右
補
償
金
に
係
る
所
得
の
実
現
が
あ
っ
た
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
本
件
損
失
補
償
金
は
昭
和
六
二
年
分
の
総
収
入
金
額
に
算
入
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
収
入
金
額
計
上
時
期
判
定
規
範
と
し
て
の
実
現
主
義
は
、
昭
和
四
六
年
最
判
が
管
理
支
配
基
準
を
採
用
し
て
以
来
、

旧
所
得
税
法
か
ら
現
行
所
得
税
法
ま
で
一
貫
し
て
、
確
立
さ
れ
た
判
例
の
立
場
と
な
っ
て
い
る
、
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。「
収
入
す
べ

き
金
額
」
と
い
う
一
つ
の
、
し
か
も
極
め
て
シ
ン
プ
ル
な
要
件
に
つ
い
て
、
権
利
確
定
主
義
と
管
理
支
配
基
準
と
い
う
二
つ
の
異
な
る

規
範
を
読
み
取
る
よ
う
な
規
範
定
立
に
は
、
法
解
釈
上
無
理
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
高
裁
は
、「﹇
両
者
を
﹈
包
攝
す
る
よ
り
高
次
の
視

点(22
)」
と
も
い
う
べ
き
実
現
主
義
を
、
収
入
金
額
計
上
時
期
判
定
規
範
と
し
て
定
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
前
記
の
昭
和
五
三
年
最
判
、
昭
和
六
〇
年
最
判
及
び
平
成
一
〇
年
最
判
は
管
理
支
配
基
準
の
適
用
事
例
と
し
て
理
解
さ
れ
て

い
る(23
)が

、
こ
れ
ら
も
、
昭
和
四
六
年
最
判
の
事
例
（
前
記
2
⑵
参
照
）
と
同
じ
く
、
収
入
金
額
の
形
態
と
し
て
金
銭
が
問
題
と
な
っ
た

収入金額の計上時期に関する実現主義の意義
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事
案
に
関
す
る
判
断
で
あ
る
。

⑶

｢所
得
の
実
現
」
に
係
る
間
接
事
実
の
認
定
基
準
と
し
て
の
権
利
確
定
主
義
と
管
理
支
配
基
準

以
上
で
検
討
し
た
昭
和
四
六
年
最
判
、
昭
和
四
九
年
最
判
、
昭
和
五
三
年
最
判
、
昭
和
六
〇
年
最
判
及
び
平
成
一
〇
年
最
判
・
原
審

判
は
い
ず
れ
も
、「
間
接
事
実
か
ら
要
件
事
実
を
推
認
す
る
判
断
構
造
」（
前
記
⑵
参
照
）
に
相
当
す
る
判
断
構
造
を
、
実
現
主
義
の
下

で
の
収
入
金
額
計
上
時
期
の
判
定
に
つ
い
て
採
用
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
そ
の
よ
う
な
判
断
構
造
を
最
も
明

確
に
判
示
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
四
六
年
最
判
で
あ
る
。
昭
和
四
六
年
最
判
は
、
利
息
・
損
害
金
債
権
の
履
行
期
到
来

（
利
息
・
損
害
金
に
係
る
収
入
す
べ
き
権
利
の
確
定
）
を
も
っ
て
、「
特
段
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
、
収
入
実
現
の
可
能
性
が
高
度
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」
と
判
示
し
た
が
、
こ
の
判
示
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
所
得
の
実
現
＝
主
要
事
実
（
要
件
事
実
）、
収
入
す

べ
き
権
利
の
確
定
＝
間
接
事
実
」
と
い
う
性
格
付
け
を
明
ら
か
に
前
提
に
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
実
現
主
義

の
下
で
の
収
入
金
額
計
上
時
期
判
定
に
関
す
る
判
断
構
造
に
お
い
て
は
、
収
入
す
べ
き
権
利
の
確
定
（
権
利
確
定
主
義
）
及
び
収
入
の

現
実
の
管
理
支
配
（
管
理
支
配
基
準
）
は
、
所
得
の
実
現
と
い
う
主
要
事
実
（
要
件
事
実
）
を
推
認
さ
せ
る
間
接
事
実
と
し
て
、
性
格

付
け
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
権
利
確
定
主
義
と
管
理
支
配
基
準
と
は
、
収
入
金
額
計
上
時
期
判
定
規
範
と
し
て
の
実
現
主
義
の
下
で
、
所
得
の
実

現
と
い
う
主
要
事
実
（
要
件
事
実
）
を
推
認
さ
せ
る
間
接
事
実
の
認
定
基
準
と
し
て
、（
訴
訟
）
法
的
な
議
論
の
レ
ベ
ル
で
は
同
様
の

性
格
付
け
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る(24
)。
勿
論
、
法
治
国
家
に
お
い
て
は
経
済
取
引
が
基
本
的
に
は
私
法
秩
序
の
中
で
行
わ
れ
る

（
べ
き
で
あ
る
）
以
上
、
実
際
に
は
、
収
入
す
べ
き
権
利
の
確
定
が
、
所
得
の
実
現
を
強
く
推
認
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
「
重
要
な
」

間
接
事
実
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
そ
う
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
権
利
確
定
主
義
と
管
理
支
配
基
準
の
上
記
の
性
格
付
け
が
左

右
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
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な
お
、
管
理
支
配
基
準
の
い
う
「
収
入
の
現
実
の
管
理
支
配
」
は
事
実
概
念
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
態
様
は
収
入
の
種
類
や
形
態
に
応

じ
て
多
様
で
あ
り
得
る
が
、
権
利
確
定
主
義
の
い
う
「
収
入
す
べ
き
権
利
の
確
定
」
も
、
法
的
概
念
と
は
い
え
、
画
一
的
に
決
定
さ
れ

る
も
の
で
は
な
く
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
権
利
の
特
質
を
考
慮
し
決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
」（
昭
和
五
三
年
最
判
）
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
い
わ
ゆ
る
権
利
確
定
主
義
の
い
う
『
権
利
の
確
定
』
と
い
う
こ
と
の
意
味
に

つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
学
説
、
裁
判
例
で
は
、
こ
れ
を
権
利
の
『
発
生
』
と
同
一
で
は
な
く
、
権
利
発
生
後
一
定
の

事
情
が
加
わ
っ
て
権
利
実
現
の
可
能
性
が
増
大
し
た
こ
と
を
客
観
的
に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
を
意
味
す
る
も

の
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
各
種
の
取
引
ご
と
に
そ
の
特
質
を
検
討
し
て
判
断
し
て
い
る(25
)。」

三

判
例
に
お
け
る
「
所
得
の
実
現
」
の
意
義

1

｢所
得
の
処
分
可
能
性
」
に
よ
る
「
所
得
の
実
現
」
概
念
の
規
定

以
上
で
、
実
現
主
義
が
判
例
に
よ
っ
て
定
立
さ
れ
た
所
得
税
法
上
の
収
入
金
額
計
上
時
期
判
定
規
範
で
あ
る
と
い
う
理
解
を
述
べ
て

き
た
が
、
次
に
、
判
例
に
お
け
る
「
所
得
の
実
現
」
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
そ
の
際
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
が

昭
和
五
三
年
最
判
の
次
の
判
示
で
あ
る
（
傍
線
筆
者
）。

旧
所
得
税
法
が
い
わ
ゆ
る
権
利
確
定
主
義
を
採
用
し
た
の
は
、
課
税
に
あ
た
つ
て
常
に
現
実
収
入
の
と
き
ま
で
課
税
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

し
た
の
で
は
、
納
税
者
の
恣
意
を
許
し
、
課
税
の
公
平
を
期
し
が
た
い
の
で
、
徴
税
政
策
上
の
技
術
的
見
地
か
ら
、
収
入
の
原
因
と
な
る
権
利
の

確
定
し
た
時
期
を
と
ら
え
て
課
税
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
増
額
賃
料
債
権
又
は
契
約
解
除
後
の
賃
料
相
当
の
損

害
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
な
お
係
争
中
で
あ
つ
て
も
、
こ
れ
に
関
し
す
で
に
金
員
を
収
受
し
、
所
得
の
実
現
が
あ
つ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
状

態
が
生
じ
た
と
き
に
は
、
そ
の
時
期
の
属
す
る
年
分
の
収
入
金
額
と
し
て
所
得
を
計
算
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
こ
の
理
は
、
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仮
執
行
宣
言
に
基
づ
く
給
付
と
し
て
金
員
を
取
得
し
た
場
合
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
け
だ
し
、
仮
執
行
宣

言
付
判
決
は
上
級
審
に
お
い
て
取
消
変
更
の
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
仮
執
行
宣
言
に
基
づ
く
金
員
の
給
付
は
解
除

条
件
付
の
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
債
権
者
は
確
定
的
に
金
員
の
取
得
を
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
債
権
者
は
、
未
確
定
と

は
い
え
請
求
権
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
執
行
力
を
付
与
さ
れ
た
判
決
に
基
づ
き
有
効
に
金
員
を
取
得
し
、
こ
れ
を
自
己
の
所
有
と
し
て
自
由
に
処
分

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
つ
て
、
右
金
員
の
取
得
に
よ
り
す
で
に
所
得
が
実
現
さ
れ
た
も
の
と
み
る
の
が
相
当
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
判
示
に
よ
れ
ば
、
所
得
の
実
現
は
、「
こ
れ
﹇
＝
取
得
し
た
金
員
﹈
を
自
己
の
所
有
と
し
て
自
由
に
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

こ
と
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
る
。

所
得
の
実
現
に
関
す
る
こ
れ
と
同
様
の
理
解
は
、
昭
和
六
〇
年
最
判
が
是
認
し
た
原
審
・
名
古
屋
高
判
昭
和
五
六
年
二
月
二
七
日
訟

月
二
七
巻
五
号
一
〇
一
五
頁
の
次
の
判
示
に
も
み
ら
れ
る
（
傍
線
筆
者
）。

旧
所
得
税
法
が
い
わ
ゆ
る
権
利
確
定
主
義
を
採
用
し
た
の
は
、
課
税
に
当
っ
て
常
に
現
実
収
入
の
と
き
ま
で
課
税
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し

た
の
で
は
、
納
税
者
の
恣
意
を
許
し
、
課
税
の
公
平
を
期
し
が
た
い
の
で
、
徴
税
政
策
上
の
技
術
的
見
地
か
ら
、
収
入
の
原
因
と
な
る
権
利
の
確

定
し
た
時
期
を
と
ら
え
て
課
税
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
農
地
の
売
買
に
つ
い
て
農
地
法
所
定
の
知
事
の
許
可
の

あ
る
前
で
あ
っ
て
も
、
す
で
に
契
約
に
基
づ
き
代
金
を
収
受
し
、
所
得
の
実
現
が
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
が
生
じ
た
と
き
に
は
、
そ

の
時
期
の
属
す
る
年
分
の
収
入
金
額
と
し
て
所
得
を
計
算
す
る
こ
と
は
違
法
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
本
件
農
地
売
買
契
約
に
お
い
て
も
、

控
訴
人
は
右
売
買
契
約
に
基
づ
き
本
件
係
争
年
中
に
代
金
を
取
得
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
未
確
定
と
は
い
え
こ
れ
を
自
己
の
所
得
と
し
て
自

由
に
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
右
金
員
の
取
得
に
よ
り
、
既
に
右
契
約
が
有
効
に
存
在
す
る
場
合
と
同
様
の
経
済
的
効
果
を
お
さ

め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
税
法
上
は
右
代
金
の
取
得
に
よ
り
所
得
が
実
現
さ
れ
た
も
の
と
し
て
こ
れ
に
対
し
課
税
し
て
も
違
法
と
は
い
え

な
い
。
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以
上
か
ら
す
る
と
、
判
例
に
お
い
て
、「
所
得
の
実
現
」
と
い
う
概
念
は
、「
所
得
の
処
分
可
能
性
」
と
い
う
要
素
に
よ
っ
て
規
定
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

2

｢所
得
の
処
分
可
能
性
」
の
租
税
理
論
的
意
義
（
判
例
の
立
場
の
租
税
理
論
的
正
当
化
）

「
所
得
の
実
現
」
概
念
を
「
所
得
の
処
分
可
能
性
」
と
い
う
要
素
に
よ
っ
て
規
定
す
る
判
例
の
立
場
は
、
租
税
理
論
的
に
は
、
包
括

的
所
得
概
念
に
よ
っ
て
、
正
当
化
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
包
括
的
所
得
概
念
は
、
純
資
産
増
加
説
に
基
づ
き
構
成
さ

れ
る
所
得
概
念
で
あ
り
、
我
が
国
の
現
行
所
得
税
法
上
の
所
得
概
念
の
基
礎
に
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る(26
)が

、
包
括
的
所
得
概
念
に
は
所

得
の
処
分
可
能
性
が
概
念
要
素
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
純
資
産
増
加
説
の
創
始
者
で
あ
る
シ
ャ
ン
ツ

（
Georg
von
Schanz）
の
見
解(27
)を
中
心
に
、
包
括
的
所
得
概
念
の
基
本
的
内
容
を
み
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

シ
ャ
ン
ツ
の
見
解
の
骨
子
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
大
掴
み
に
ま
と
め
て
み
る
と
、
彼
は
、「
私
経
済
分
析
及
び
租
税
立
法
は
、
で
き

る
だ
け
は
っ
き
り
と
規
定
さ
れ
た
所
得
概
念
（
Einkom
m
ensbegriff）
を
必
要
と
す
る
が
、
残
念
な
が
ら
所
得
概
念
に
関
し
て
学
説

上
一
致
す
る
と
こ
ろ
は
な
い(28
)。」

と
の
問
題
意
識
の
下
で
、
収
益
（
Ertrag）
概
念
か
ら
所
得
概
念
へ
と
検
討
を
進
め
、「
こ
こ
で
は

﹇
＝
純
収
益
Reinertrag
の
概
念
で
は
な
く
所
得
概
念
に
あ
っ
て
は
﹈、
全
体
が
経
済
的
に
描
写
さ
れ
た
人
﹇
＝
経
済
体
と
し
て
の

人
﹈
が
、
我
々
と
対
峙
す
る
。
我
々
は
、
人
が
一
定
の
期
間
内
に
ど
れ
だ
け
の
、
他
に
依
存
せ
ぬ
独
立
し
た
経
済
力
（
selbständige

w
irtschaftliche
K
raft）
を
示
す
の
か
を
知
り
た
い
の
で
あ
り
、
自
分
自
身
の
資
産
を
費
消
し
た
り
外
部
資
金
（
債
務
）
を
追
加
し

た
り
す
る
こ
と
な
し
に
当
該
期
間
内
に
ど
れ
だ
け
の
資
金
を
自
由
に
使
え
る
の
か
を
知
り
た
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
方
向
づ
け
ら

れ
た
﹇
所
得
﹈
概
念
は
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
。
…
…
、
我
々
は
そ
れ
を
、
税
制
と
い
う
重
要
な
公
的
制
度
に
関
し
て
も
、
各
人
が

自
己
の
担
税
力
（
Leistungsfähigkeit）
に
応
じ
て
国
家
を
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
想
が
国
家
を
支
配
し
て
い
る
限
り
、

必
要
と
す
る
の
で
あ
る(29
)。」（

傍
線
筆
者
）
と
述
べ
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
を
起
点
に
し
て
、「
所
得
概
念
を
論
理
一
貫
し
て
確
定
し
て
い
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く
と
、
所
得
は
一
経
済
体
（
W
irtschaft）
に
お
け
る
所
定
期
間
中
の
純
資
産
の
増
加
（
Zugang
von
Reinverm
ögen）
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
る(30
)。」

と
し
て
い
わ
ゆ
る
純
資
産
増
加
説
（
sog.Reinverm
ögenszugangstheorie）
に
基
づ
く
所
得
の
有
名
な

定
義
を
示
し
、
そ
れ
を
所
得
源
泉
説
（
Q
uellentheorie）
と
総
称
さ
れ
る
諸
説
と
比
較
検
討
し
た
後
、「
自
分
の
そ
れ
ま
で
の
資
産

そ
れ
自
体
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
な
く
自
由
に
処
分
で
き
る
よ
う
に
一
定
期
間
に
あ
る
者
に
流
入
し
た
も
の
を
推
察
さ
せ
る
概
念

…
…
―
―
こ
の
概
念
が
所
得
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
者
に
一
定
期
間
内
に
ど
れ
だ
け
の
担
税
力
が
供
給
さ
れ
た
の
か
を
我
々
に
示
し

て
く
れ
る
。
こ
の
概
念
は
、
用
益
（
N
utzungen）
及
び
第
三
者
の
金
銭
価
値
あ
る
給
付
を
含
む
一
定
期
間
の
純
資
産
増
加
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
る(31
)。」（

傍
線
筆
者
）
こ
と
を
再
確
認
し
、
こ
の
所
得
概
念
に
い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
理
論
的
検
討
を
加
え
た
上
で
、

最
後
に
、「
要
す
る
に
、
税
制
の
観
点
か
ら
も
、
我
々
の
確
定
し
た
所
得
概
念
が
最
も
適
切
な
も
の
で
あ
る
。
他
の
定
義
と
違
っ
て
、

そ
れ
は
で
き
る
だ
け
明
確
な
境
界
線
を
引
く
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
境
界
線
を
で
き
る
だ
け
広
く
打
ち
込
む
も
の
で
も
あ
る
が
、

た
だ
し
、
財
の
実
際
の
新
た
な
増
加
、
稼
得
者
の
現
実
の
利
得
（
w
irkliche
Bereicherung）
と
認
め
て
も
よ
い
も
の
だ
け
が
取
り

込
ま
れ
る
こ
と
に
常
に
な
る
よ
う
に
、
そ
の
境
界
線
を
打
ち
込
む
も
の
で
あ
る(32
)。」

と
結
論
づ
け
て
い
る
。

シ
ャ
ン
ツ
は
、
こ
の
よ
う
に
、
担
税
力
の
増
加
を
所
得
と
観
念
す
る
立
場
か
ら
、
ま
ず
担
税
力
を
「
他
に
依
存
せ
ぬ
独
立
し
た
経
済

力
」
と
理
解
し
た(33
)上
で
、
こ
れ
を
「
純
資
産
」
で
も
っ
て
把
握
し
、「
純
資
産
の
増
加
」
を
も
っ
て
所
得
を
定
義
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

所
得
概
念
を
包
括
的
に
構
成
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
所
得
概
念
に
は
、
前
記
引
用
部
分
の
傍
線
部
で
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
資
金

あ
る
い
は
資
産
（
要
す
る
に
所
得
）
の
処
分
可
能
性
が
概
念
要
素
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

包
括
的
所
得
概
念
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
で
ヘ
イ
グ
（
Robert
H
aig）
や
サ
イ
モ
ン
ズ
（
H
enry
Sim
ons）
な
ど

多
く
の
経
済
学
者
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、「
所
得
＝
蓄
積
＋
消
費
」
と
い
う
定
式
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
定
式
に
つ
い
て
、「
式
の
右
辺
は
、
所
得
の
使
途
（
つ
か
い
み
ち
）
で
あ
る
。
入
っ
て
く
る
も
の
は
、
消
費
す
る
か
、
蓄
積
す
る
し
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か
な
い
。
ゆ
え
に
、
ど
う
使
っ
た
か
を
み
て
い
く
と
、
ど
れ
だ
け
所
得
が
あ
っ
た
か
が
漏
れ
な
く
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
右
辺
か
ら
左
辺

を
導
く
こ
と
で
、
所
得
を
包
括
的
に
構
成
し
て
い
る(34
)。」
と
解
説
さ
れ
る
が
、
こ
の
定
式
か
ら
も
、（
蓄
積
又
は
消
費
と
い
う
使
途
へ

の
）
所
得
の
処
分
可
能
性
が
包
括
的
所
得
概
念
の
要
素
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

要
す
る
に
、
処
分
可
能
性
が
な
い
利
得
に
つ
い
て
は
、
担
税
力
の
増
加
す
な
わ
ち
所
得
を
観
念
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
、
所
得
の
実

現
も
観
念
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
所
得
の
処
分
可
能
性
は
、
所
得
の
実
現
の
本
質
的
要
素
と
い
っ
て
よ

か
ろ
う
。

3

｢所
得
の
処
分
可
能
性
」
の
実
定
法
的
意
義
（
判
例
の
立
場
の
立
法
政
策
的
正
当
化
）

所
得
税
法
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
包
括
的
所
得
概
念
を
基
礎
に
し
て
所
得
概
念
を
構
成
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
が
、
包
括
的
所
得
概

念
を
そ
の
理
論
に
忠
実
な
形
で
採
用
す
る
の
で
は
な
く
、
所
得
を
収
入
金
額
（
三
六
条
一
項
）
の
形
態
で
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
包

括
的
所
得
概
念
に
一
定
の
限
定
を
加
え
て
い
る
。
収
入
金
額
と
は
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
は
格
別
、
他
の
者
か
ら
受
け
る
（
外
部

か
ら
流
入
す
る
）
経
済
的
価
値
を
い
い(35
)、

金
銭
そ
の
他
の
換
価
可
能
な
経
済
的
価
値
の
、
他
の
者
か
ら
の
（
外
部
か
ら
の
）
流
入
を
、

所
得
の
実
現
と
い
う(36
)。
す
な
わ
ち
、
所
得
税
法
は
、
所
得
を
収
入
金
額
の
形
態
で
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
現
主
義
を
採
用
し
て
い

る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

実
現
主
義
に
は
、
①
実
現
し
た
所
得
す
な
わ
ち
外
部
か
ら
流
入
し
た
経
済
的
価
値
の
み
を
所
得
課
税
の
対
象
と
し
、
未
実
現
の
所
得

は
所
得
課
税
の
対
象
か
ら
除
外
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
と
、
②
外
部
か
ら
の
経
済
的
価
値
の
流
入
と
い
う
事
実
を
も
っ

て
、
所
得
の
年
度
帰
属
を
決
定
す
る
考
え
方
と
い
う
二
つ
の
側
面
が
あ
る(37
)が
、
所
得
税
法
が
②
の
側
面
に
お
け
る
実
現
主
義
を
採
用
す

る
理
由
と
し
て
は
、「
第
一
に
、
市
場
を
通
じ
た
対
価
の
測
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
、
第
二
に
、
対
価
を
手
に
す
る
こ
と
で
、
税
を
支
払

う
た
め
の
資
金
が
用
意
で
き
る
こ
と(38
)」

が
挙
げ
ら
れ
る
。

収入金額の計上時期に関する実現主義の意義

(阪大法学) 64 (6-21）1549〔2015.3]



こ
れ
ら
の
二
つ
の
理
由
の
中
に
含
ま
れ
る
立
法
政
策
的
考
慮
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
、
ま
ず
、
前
記
の
第
一
の
理
由
の
中
で
は
、
収

入
金
額
の
換
価
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
記
の
第
一
の
理
由
に
い
う
「
市
場
を
通
じ
た
対
価
の
測
定
」
は
、
時

価
す
な
わ
ち
客
観
的
な
市
場
価
値
あ
る
い
は
交
換
価
値(39
)の

概
念
要
素
で
あ
る
が
、
所
得
税
法
三
六
条
二
項
は
、
収
入
金
額
の
う
ち
「
金

銭
以
外
の
物
又
は
権
利
そ
の
他
経
済
的
な
利
益
の
価
額
」
に
つ
い
て
取
得
又
は
享
受
の
時
に
お
け
る
価
額
（
時
価
）
に
よ
る
旨
を
定
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、「
金
銭
以
外
の
物
又
は
権
利
そ
の
他
経
済
的
な
利
益
の
価
額
」
に
つ
い
て
「
市
場
を
通
じ
た
測
定
」
を
予
定
し
て

い
る
と
解
さ
れ
る
。
収
入
金
額
の
う
ち
「
金
銭
」
の
額
に
つ
い
て
は
、
貨
幣
と
し
て
の
金
銭
が
市
場
に
お
け
る
価
値
尺
度
で
あ
る
以
上
、

「
市
場
を
通
じ
た
測
定
」
は
、
金
銭
形
態
で
の
収
入
金
額
に
は
当
然
に
内
在
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
所
得
税
法
は
所
得
を
収
入

金
額
の
形
態
で
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
収
入
金
額
の
測
定
可
能
性
を
考
慮
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
所
得
税
法
が
収
入

金
額
に
つ
い
て
測
定
可
能
性
を
考
慮
す
る
の
は
所
得
税
の
課
税
目
的
で
あ
る
か
ら
、
所
得
税
の
納
付
が
金
銭
給
付
で
あ
る
以
上
、
収
入

金
額
の
測
定
可
能
性
は
、
単
な
る
測
定
可
能
性
で
は
な
く
、
換
価
可
能
性
を
伴
う
測
定
可
能
性
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
と
、

「
換
価
」
は
「
測
定
」
を
前
提
と
す
る
以
上
、
収
入
金
額
の
測
定
可
能
性
は
、
所
得
税
法
上
は
、
収
入
金
額
の
換
価
可
能
性
を
意
味
す

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
前
記
の
第
二
の
理
由
の
中
で
は
、
納
税
資
金
を
含
む
資
金
の
使
用
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
シ
ャ
ン
ツ

は
、
先
に
み
た
よ
う
に
、「
資
金
を
自
由
に
使
え
る
」
こ
と
（
所
得
の
処
分
可
能
性
）
を
要
素
と
し
て
所
得
概
念
を
構
成
し
た
が
、
所

得
税
法
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
所
得
税
の
課
税
を
目
的
と
す
る
法
で
あ
る
以
上
、「
資
金
を
自
由
に
使
え
る
」
こ
と
と
い
う
一
般
的
な

要
素
に
、
納
税
の
た
め
に
も
資
金
を
自
由
に
使
え
る
こ
と
と
い
う
要
素
を
加
味
し
て
、
収
入
金
額
概
念
を
定
め
た
も
の
と
解
す
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
資
金
の
使
用
可
能
性
は
、
所
得
税
法
上
は
、
特
に
納
税
資
金
と
し
て
の
資
金
の
使
用
可
能
性
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
な
お
、
収
入
金
額
の
う
ち
「
金
銭
以
外
の
物
又
は
権
利
そ
の
他
経
済
的
な
利
益
」
に
つ
い
て
は
、
資
金
（
納
税
資
金
を
含
む
）
の
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使
用
可
能
性
は
、
換
価
可
能
性
を
前
提
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
で
検
討
し
た
立
法
政
策
的
考
慮
に
鑑
み
る
と
、
所
得
の
実
現
の
本
質
的
要
素
で
あ
る
所
得
の
処
分
可
能
性
は
、
所
得
税
法
の
解

釈
適
用
上
は
、
収
入
金
額
の
換
価
可
能
性
及
び
資
金
（
納
税
資
金
を
含
む
）
の
使
用
可
能
性
と
い
う
限
定
さ
れ
た
意
味
で
用
い
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
前
記
の
第
二
の
理
由
の
中
で
「
対
価
を
手
に
す
る
こ
と
」
が
資
金
の
使
用
可
能
性
の
条
件
あ
る
い
は
根
拠
と
し
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
、
収
入
金
額
の
規
定
（
所
得
税
法
三
六
条
一
項
及
び
二
項
）
に
い
う
「
収
入
す
べ
き
」、「
収
入
す
る
」、「
取

得
し
」
及
び
「
享
受
す
る
」
と
い
う
文
言
や
実
現
概
念
に
お
け
る
「
外
部
か
ら
の
流
入
」
と
い
う
要
素
か
ら
し
て
、
収
入
金
額
あ
る
い

は
そ
の
計
上
時
期
に
関
す
る
実
現
主
義
は
、
所
得
の
人
的
帰
属
と
い
う
「
課
税
要
件
の
根
幹
」（
最
判
昭
和
四
八
年
四
月
二
六
日
民
集

二
七
巻
三
号
六
二
九
頁
）
の
充
足
を
前
提
と
す
る
概
念
あ
る
い
は
考
え
方
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
所
得
税
法
一
二
条
は
、
所
得
の
人

的
帰
属
の
判
定
を
所
得
の
「
享
受
」
の
事
実
に
基
づ
い
て
行
う
こ
と
を
定
め
て
い
る
が
、
こ
の
事
実
が
確
定
す
る
の
は
、
個
人
が
所
得

の
処
分
可
能
性
を
確
実
に
自
分
の
も
の
に
し
た
と
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る(40
)。

こ
の
よ
う
に
所
得
の
人
的
帰
属
の
判
定
を
も
視
野
に
入
れ
て
、
収
入
金
額
の
概
念
及
び
実
現
主
義
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
所
得
の

処
分
可
能
性
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
収
入
金
額
の
換
価
可
能
性
及
び
資
金
（
納
税
資
金
を
含
む
）
の
使
用
可
能
性

に
は
、
個
人
が
こ
れ
ら
を
確
実
に
自
分
の
も
の
に
し
た
こ
と
と
い
う
要
素
を
追
加
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
収
入

金
額
の
換
価
可
能
性
及
び
資
金
（
納
税
資
金
を
含
む
）
の
使
用
可
能
性
に
お
け
る
「
可
能
性
」
は
、「
収
入
金
額
の
帰
属
す
る
個
人
に

と
っ
て
確
実
性
の
あ
る
可
能
性
」
す
な
わ
ち
「
当
該
個
人
に
と
っ
て
の
蓋
然
性
」
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
収
入

金
額
の
換
価
可
能
性
及
び
資
金
（
納
税
資
金
を
含
む
）
の
使
用
可
能
性
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
収
入
金
額
の
帰
属
す
る
個
人
の
置
か

れ
た
地
位
・
状
況
等
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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四

お
わ
り
に

以
上
に
お
い
て
、
前
論
文
で
は
必
ず
し
も
十
分
に
は
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
収
入
金
額
の
計
上
時
期
の
判
定
に
関
す
る
判
例
の

分
析
を
行
い
、
そ
の
判
例
分
析
を
通
じ
て
、
所
得
税
法
三
六
条
一
項
の
定
め
る
収
入
金
額
計
上
時
期
判
定
規
範
と
し
て
の
実
現
主
義
の

意
義
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
検
討
の
結
果
は
、
次
の
五
つ
の
点
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

①
所
得
税
法
三
六
条
一
項
の
定
め
る
収
入
金
額
計
上
時
期
判
定
規
範
は
、
実
現
主
義
で
あ
る
。

②
収
入
す
べ
き
権
利
の
確
定
（
権
利
確
定
主
義
）
及
び
収
入
の
現
実
の
管
理
支
配
（
管
理
支
配
基
準
）
は
、
所
得
の
実
現
と
い
う
主
要

事
実
（
要
件
事
実
）
を
推
認
さ
せ
る
間
接
事
実
で
あ
る
。

③
管
理
支
配
基
準
は
、
収
入
の
現
実
の
管
理
支
配
と
い
う
経
済
的
な
事
実
を
適
用
基
準
と
す
る
こ
と
か
ら
、
収
入
す
べ
き
権
利
の
確
定

と
い
う
法
的
な
事
実
を
適
用
基
準
と
す
る
権
利
確
定
主
義
に
比
べ
て
、
そ
の
適
用
基
準
が
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
た
め
、
納
税
者
の

予
測
可
能
性
及
び
法
的
安
定
性
、
さ
ら
に
は
税
務
執
行
の
安
定
性
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
租
税
法
律
主
義
の
見
地
か
ら
は
、

厳
格
か
つ
限
定
的
に
適
用
す
べ
き
で
あ
る
。

④
収
入
す
べ
き
権
利
の
確
定
及
び
収
入
の
現
実
の
管
理
支
配
の
少
な
く
と
も
い
ず
れ
か
が
認
定
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
時
期
に
お
い
て

原
則
と
し
て
所
得
の
実
現
が
推
認
さ
れ
収
入
金
額
が
計
上
さ
れ
る
が
、
そ
の
推
認
を
妨
げ
る
「
特
段
の
事
情
」
が
認
定
さ
れ
た
と
き

は
、
そ
の
時
期
に
は
所
得
の
実
現
は
推
認
さ
れ
ず
収
入
金
額
は
計
上
さ
れ
な
い
。

⑤
所
得
の
実
現
は
、
所
得
の
処
分
可
能
性
を
本
質
的
要
素
と
す
る
が
、
所
得
の
処
分
可
能
性
は
、
所
得
税
法
上
は
、
収
入
金
額
の
換
価

可
能
性
及
び
資
金
（
納
税
資
金
を
含
む
）
の
使
用
可
能
性
を
い
い
、
こ
れ
ら
に
お
け
る
「
可
能
性
」
は
「
収
入
金
額
の
帰
属
す
る
個

人
に
と
っ
て
の
蓋
然
性
」
を
意
味
し
、
そ
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
個
人
の
置
か
れ
た
地
位
・
状
況
等
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
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る
。(1

)
谷
口
勢
津
夫
「
税
法
に
お
け
る
所
得
の
年
度
帰
属
―
―
税
法
上
の
実
現
主
義
の
意
義
と
判
断
枠
組
み
―
―
」
税
法
学
五
六
六
号
（
二
〇
一

一
年
）
二
六
七
頁
。

(2
)
｢収
入
金
額
の
計
上
時
期
」
と
い
う
語
は
通
常
は
「
収
入
金
額
の
年
度
帰
属
」
と
同
義
で
用
い
ら
れ
る
が
（
例
え
ば
、
清
永
敬
次
『
税
法

〔
新
装
版
第
四
刷
〕』﹇
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
・
二
〇
一
四
年
﹈
一
〇
〇
頁
参
照
）、
本
稿
で
は
、
判
例
分
析
に
お
い
て
通
達
も
参
照
す
る
こ
と
が

あ
る
こ
と
か
ら
、「
時
期
」
を
「
日
」
の
意
味
で
用
い
る
所
得
税
基
本
通
達
三
六
―
二
な
い
し
三
六
―
一
四
の
用
語
法
を
考
慮
し
て
、「
年
度
帰

属
」
で
は
な
く
「
計
上
時
期
」
と
い
う
語
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

(3
)
本
稿
は
谷
口
・
前
掲
注
(1
)二
八
五
頁
以
下
の
検
討
を
敷
衍
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
要
旨
は
、
既
に
、
谷
口
勢
津
夫
『
税
法

基
本
講
義
〔
第
四
版
〕』（
弘
文
堂
・
二
〇
一
四
年
）【
三
三
六
】
で
述
べ
て
い
る
。

(4
)
清
永
敬
次
「
権
利
確
定
主
義
の
内
容
」
税
経
通
信
二
〇
巻
一
一
号
（
一
九
六
五
年
）
八
八
頁
、
九
四
頁
。

(5
)
植
松
守
雄
「
収
入
金
額
（
収
益
）
の
計
上
時
期
に
関
す
る
問
題
―
―
『
権
利
確
定
主
義
』
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」
租
税
法
研
究
八
号
（
一
九

八
〇
年
）
三
〇
頁
、
三
五
―
三
六
頁
。

(6
)
大
蔵
省
主
税
局
編
『
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
一
〇

改
正
国
税
詳
解
〔
昭
和
二
六
年
度
版
〕』（
大
蔵
財
務
協
会
・
一
九
五
一

年
）
一
一
二
頁
。

(7
)
事
業
所
得
に
係
る
売
買
代
金
債
権
の
確
定
時
に
つ
い
て
、
昭
和
四
〇
年
最
決
が
「
法
律
上
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
つ

た
と
き
」
と
判
断
し
た
の
は
、「
収
入
す
べ
き
金
額
の
基
礎
と
な
つ
た
契
約
の
効
力
発
生
の
時
」
と
定
め
て
い
た
旧
所
得
税
基
本
通
達
一
九
八

と
は
、
明
ら
か
に
異
な
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
清
永
敬
次
「
判
批
」
税
理
九
巻
一
二
号
（
一
九
六
六
年
）
三
六
頁
は
、「
こ
の
最
高
裁
の
決

定
﹇
＝
昭
和
四
〇
年
最
決
﹈
に
関
す
る
限
り
、
最
高
裁
の
権
利
確
定
主
義
に
対
す
る
対
応
の
仕
方
は
決
し
て
rigid
な
も
の
で
は
な
く
か
な
り

弾
力
性
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
と
思
う
。
従
来
権
利
確
定
主
義
と
い
う
と
き
そ
れ
は
主
と
し
て
通
達
の
規
定
を
内
容
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
な
い
し
は
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
よ
う
と
し
て
き
た
。
権
利
確
定
主
義
と
い
う
と
き
決
ま
っ
て
売
買
契
約
の
成
立
の
時
と
い
う

の
が
持
ち
出
さ
れ
て
い
た
の
が
こ
の
間
の
事
情
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
思
う
。」
と
述
べ
て
い
る
。

(8
)
清
永
・
前
掲
注
(4
)三
六
頁
。
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(9
)
金
子
宏
『
所
得
概
念
の
研
究
』（
有
斐
閣
・
一
九
九
五
年
）
九
五
頁
﹇
初
出
・
一
九
七
五
年
﹈。

(10
)
金
子
・
前
掲
注
(9
)九
六
頁
﹇
初
出
・
一
九
七
五
年
﹈。

(11
)
違
法
所
得
の
課
税
所
得
性
に
関
す
る
所
得
税
法
の
解
釈
の
変
化
の
背
景
に
、
学
説
に
お
け
る
外
国
租
税
法
理
論
の
動
向
の
紹
介
が
あ
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
金
子
・
前
掲
注
(9
)九
九
頁
﹇
初
出
・
一
九
七
五
年
﹈
参
照
。

(12
)
金
子
・
前
掲
注
(9
)九
六
頁
﹇
初
出
・
一
九
七
五
年
﹈。

(13
)
最
判
昭
和
三
八
年
一
〇
月
二
九
日
訟
月
九
巻
一
二
号
一
三
七
三
頁
は
、
次
の
判
示
か
ら
す
る
と
、「
厳
密
な
」
意
味
で
は
、
所
得
概
念
の

経
済
的
把
握
説
を
採
用
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

お
も
う
に
、
税
法
の
見
地
に
お
い
て
は
、
課
税
の
原
因
と
な
つ
た
行
為
が
、
厳
密
な
法
令
の
解
釈
適
用
の
見
地
か
ら
、
客
観
的
評
価
に
お
い
て
不
適
法
、

無
効
と
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
問
題
で
な
く
、
税
法
の
見
地
か
ら
は
、
課
税
の
原
因
と
な
つ
た
行
為
が
関
係
当
事
者
の
間
で
有
効
の
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
現
実
に
課
税
の
要
件
事
実
が
み
た
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
か
ぎ
り
、
右
行
為
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て

租
税
を
賦
課
徴
収
す
る
こ
と
は
何
等
妨
げ
ら
れ
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
所
得
税
法
に
つ
い
て
い
え
ば
、
売
買
に
よ
る
所
得
が
問
題

と
な
る
場
合
、
右
売
買
が
民
商
法
の
厳
密
な
解
釈
、
適
用
上
無
効
と
さ
れ
、
或
い
は
物
価
統
制
令
の
見
地
か
ら
不
適
法
と
さ
れ
る
場
合
で
も
、
当
事
者
間

で
有
効
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
代
金
が
授
受
さ
れ
、
現
実
に
所
得
が
生
じ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
か
ぎ
り
、
右
売
買
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て

所
得
税
を
賦
課
す
る
こ
と
は
何
等
違
法
で
は
な
い
。

(14
)
金
子
・
前
掲
注
(9
)二
九
七
頁
﹇
初
出
・
一
九
九
三
年
﹈。

(15
)
金
子
宏
『
租
税
法
〔
第
一
九
版
〕』（
弘
文
堂
・
二
〇
一
四
年
）
二
七
二
頁
。

(16
)
ほ
か
に
も
、
収
入
金
額
に
該
当
す
る
利
得
の
う
ち
「
経
済
的
な
利
益
」
に
つ
い
て
は
、
管
理
支
配
基
準
が
妥
当
す
る
か
否
か
を
検
討
す
べ

き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
経
済
的
な
利
益
」
は
「
収
入
」（
所
税
三
六
条
一
項
括
弧
書
）
す
な
わ
ち
「
享
受
」（
同
条
二
項
）
に
よ
っ
て

収
入
金
額
該
当
性
（
課
税
所
得
性
）
及
び
収
入
金
額
計
上
時
期
が
決
定
さ
れ
る
が
、
包
括
的
所
得
概
念
に
関
す
る
所
得
定
式
（
所
得
＝
蓄
積
＋

消
費
）
か
ら
す
る
と
、「
経
済
的
な
利
益
」
の
「
享
受
」
は
、
①
蓄
積
型
享
受
と
②
消
費
型
享
受
と
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ

る
。
①
は
、
純
資
産
増
加
説
に
い
う
「
純
資
産
」（
正
の
蓄
積
）
の
取
得
に
よ
る
経
済
的
利
益
（
例
え
ば
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
に
係
る
権

利
行
使
益
）
又
は
「
負
債
」（
負
の
蓄
積
）
の
喪
失
に
よ
る
経
済
的
利
益
（
例
え
ば
債
務
免
除
益
）
の
享
受
を
い
い
、
②
は
、
取
得
と
同
時
に
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消
費
さ
れ
る
経
済
的
利
益
（
例
え
ば
従
業
員
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
費
用
の
使
用
者
負
担
、
低
廉
な
家
賃
に
よ
る
社
宅
居
住
）
の
享
受
を
い
う
。

特
に
②
は
、
消
費
の
性
格
上
、
常
に
法
的
な
基
準
で
「
享
受
」
の
有
無
を
判
断
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
無
権
利
者
に
よ
る

経
済
的
利
益
の
享
受
（
消
費
）
の
場
合
に
は
、
そ
の
収
入
金
額
計
上
時
期
の
判
定
に
は
管
理
支
配
基
準
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

(17
)
金
子
・
前
掲
注
(9
)三
〇
三
頁
﹇
初
出
・
一
九
九
三
年
﹈。
金
子
・
前
掲
注
(15
)二
七
三
頁
も
同
旨
。

(18
)
本
稿
に
お
い
て
引
用
し
た
判
決
及
び
決
定
の
う
ち
昭
和
四
九
年
最
判
以
降
の
一
連
の
判
例
に
お
い
て
は
「
収
入
の
原
因
た
る
権
利
の
確

定
」
あ
る
い
は
「
収
入
の
原
因
と
な
る
権
利
の
確
定
」
と
い
う
よ
う
な
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
「
収
入
す
べ
き
権
利
の
確

定
」
と
い
う
文
言
と
同
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
学
説
の
慣
用
（
清
永
・
前
掲
注
(2
)一
〇
〇
頁
、
金
子
・
前
掲
注
(15
)

二
七
〇
頁
参
照
）
に
従
い
、
原
則
と
し
て
、「
収
入
す
べ
き
権
利
の
確
定
」
と
い
う
文
言
を
用
い
る
こ
と
に
な
る
。

(19
)
伊
藤
滋
夫
『
事
実
認
定
の
基
礎
―
―
裁
判
官
に
よ
る
事
実
判
断
の
構
造
―
―
』（
有
斐
閣
・
一
九
九
六
年
）
七
七
頁
以
下
参
照
。
な
お
、

「
要
件
事
実
」
及
び
「
主
要
事
実
」
の
用
語
法
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
、
司
法
研
修
所
編
『
増
補

民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
要
件
事
実

第
一

巻
』（
法
曹
会
・
一
九
八
六
年
）
三
頁
に
よ
る
こ
と
に
す
る
。

(20
)
引
用
文
の
う
ち
【
①
】
は
伊
藤
・
前
掲
注
(19
)七
九
頁
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、【
②
】
は
今
中
道
信
「
事
実
認
定
に
つ
い
て
」
司
法
研
修

所
論
集
七
六
号
（
一
九
八
五
年
）
三
一
頁
、
三
八
頁
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

(21
)
『最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
（
昭
和
四
六
年
度
）』（
法
曹
会
・
一
九
七
二
年
）
六
六
七
頁
﹇
可
部
恒
雄
執
筆
﹈。

(22
)
植
松
守
雄
「
判
批
」
金
子
宏
ほ
か
編
『
租
税
判
例
百
選
〔
第
三
版
〕』
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
〇
号
（
一
九
九
二
年
）
九
三
頁
。
な
お
、

こ
れ
は
昭
和
五
三
年
最
判
の
結
論
を
「
現
金
主
義
」
と
み
て
い
る
が
、
こ
こ
で
い
う
「
現
金
主
義
」
は
、
発
生
主
義
あ
る
い
は
実
現
主
義
の
対

立
概
念
と
し
て
の
現
金
主
義
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
実
現
主
義
に
「
包
攝
」
さ
れ
得
る
管
理
支
配
基
準
を
意
味
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、

同
じ
く
昭
和
五
三
年
最
判
に
関
す
る
判
例
評
釈
に
お
い
て
、
碓
井
光
明
「
判
批
」
金
子
宏
編
『
租
税
判
例
百
選
〔
第
二
版
〕』
別
冊
ジ
ュ
リ
ス

ト
七
九
号
（
一
九
八
三
年
）
一
〇
一
頁
も
、「
本
件
判
旨
は
、
権
利
確
定
を
唯
一
の
基
準
と
み
る
の
で
は
な
く
『
所
得
の
実
現
』
を
判
断
す
る

一
つ
の
要
素
に
す
ぎ
な
い
と
み
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

(23
)
金
子
・
前
掲
注
(15
)二
七
二
―
二
七
三
頁
は
、
昭
和
四
六
年
最
判
、
昭
和
五
三
年
最
判
、
昭
和
六
〇
年
最
判
及
び
平
成
一
〇
年
最
判
を
管

理
支
配
基
準
の
適
用
事
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
な
お
、
平
成
一
〇
年
最
判
・
原
審
判
に
つ
い
て
は
、
金
子
・
前
掲
注
(15
)二
七
二
頁
注
三
は
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平
成
一
〇
年
最
判
と
「
同
旨
」
と
解
し
て
い
る
が
、
佐
藤
英
明
『
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
所
得
税
法
〔
補
正
三
版
〕』（
弘
文
堂
・
二
〇
一
四
年
）
二
三

六
―
二
三
八
頁
は
無
条
件
請
求
権
説
に
よ
る
「
権
利
確
定
主
義
の
具
体
的
適
用
」
の
事
例
と
し
て
理
解
し
て
お
り
、
ま
た
、
筆
者
は
権
利
確
定

主
義
と
管
理
支
配
基
準
と
の
相
互
補
完
的
適
用
の
事
例
と
し
て
理
解
し
て
い
る
（
谷
口
・
前
掲
注
(3
)【
三
三
六
】
参
照
）。

(24
)
平
成
一
〇
年
最
判
・
原
審
判
も
、
昭
和
四
六
年
最
判
と
同
じ
く
「
特
段
の
事
情
」
の
有
無
を
問
題
に
し
て
い
る
が
、
次
の
判
示
（
傍
線
筆

者
）
か
ら
す
る
と
、
昭
和
四
六
年
最
判
で
は
、
収
入
す
べ
き
権
利
の
確
定
（
利
息
・
損
害
金
債
権
の
履
行
期
の
到
来
）
は
、
所
得
の
実
現
（
主

要
事
実
）
を
推
認
さ
せ
る
間
接
事
実
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
平
成
一
〇
年
最
判
・
原
審
判
で
は
、
収
入
す
べ
き
権
利
の
確
定
（
土
地
使

用
権
の
取
得
）
は
、
収
入
の
現
実
の
管
理
支
配
（
所
得
の
実
現
を
推
認
さ
せ
る
間
接
事
実
）
を
推
認
さ
せ
る
間
接
事
実
（
所
得
の
実
現
と
の
関

係
で
は
再
間
接
事
実
）
と
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
後
者
か
ら
も
、
権
利
確
定
主
義
と
管
理
支
配
基
準
と
が
、
法
的
な
議
論
の
レ
ベ
ル
で
は

同
様
に
性
格
付
け
ら
れ
る
と
い
う
理
解
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
も
、
権
利
確
定
主
義
と
管
理
支
配
基
準
と
は
相
互
補
完
的
に
適

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
（
前
掲
注
(23
)も
参
照
）。

①
昭
和
四
六
年
最
判

一
般
に
、
金
銭
消
費
貸
借
上
の
利
息
・
損
害
金
債
権
に
つ
い
て
は
、
そ
の
履
行
期
が
到
来
す
れ
ば
、
現
実
に
は
な
お
未
収
の
状
態
に
あ
る
と
し
て
も
、

旧
所
得
税
法
一
〇
条
一
項
に
い
う
「
収
入
す
べ
き
金
額
」
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
、
課
税
の
対
象
と
な
る
べ
き
所
得
を
構
成
す
る
と
解
さ
れ
る
が
、
そ
れ

は
、
特
段
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
、
収
入
実
現
の
可
能
性
が
高
度
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
つ
て
、
…
…
。

②
平
成
一
〇
年
最
判
・
原
審
判

収
用
法
七
二
条
の
補
償
金
な
い
し
右
補
償
金
に
係
る
権
利
の
特
質
に
徴
す
る
と
、
本
件
損
失
補
償
金
は
、
国
か
ら
み
れ
ば
、
当
該
土
地
に
対
す
る
国
に

よ
る
使
用
権
取
得
の
対
価
で
あ
り
、
土
地
所
有
者
か
ら
み
れ
ば
、
使
用
権
の
設
定
そ
れ
自
体
に
よ
る
当
該
土
地
に
対
す
る
損
失
補
償
金
の
性
質
を
有
す
る

も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
本
件
損
失
補
償
金
の
払
渡
し
は
右
権
利
取
得
の
時
期
よ
り
前
に
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
こ
れ
を
収
入
す
べ
き
権
利
な
い

し
保
持
す
る
権
利
は
、
権
利
取
得
裁
決
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
権
利
取
得
の
時
期
に
お
い
て
確
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
被
控
訴
人
ら
は
、

特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
本
件
損
失
補
償
金
全
額
に
つ
い
て
、
返
還
の
必
要
に
迫
ら
れ
る
こ
と
な
く
こ
れ
を
自
由
に
管
理
支
配
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、

右
権
利
取
得
の
時
期
に
お
い
て
右
補
償
金
に
係
る
所
得
の
実
現
が
あ
っ
た
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
本
件
損
失
補
償
金
は
昭
和

六
二
年
分
の
総
収
入
金
額
に
算
入
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
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(25
)
『最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
（
昭
和
五
三
年
度
）』（
法
曹
会
・
一
九
八
二
年
）
二
二
頁
、
二
六
頁
﹇
越
山
安
久
執
筆
﹈。

(26
)
金
子
・
前
掲
注
(15
)一
七
九
頁
は
「
ア
メ
リ
カ
で
は
、
今
日
、
源
泉
の
い
か
ん
、
形
式
の
い
か
ん
、
合
法
性
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
人

の
担
税
力
を
増
加
さ
せ
る
利
得
は
す
べ
て
所
得
を
構
成
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
わ
が
国
の
所
得
税
法
の
解
釈
と
し
て
も
、
同
じ
考
え
方
が

妥
当
す
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

(27
)
G
.v.Schanz,D
er
Einkom
m
ensbegriffund
die
Einkom
m
ensteuergesetze,FinA
rch.13.Jg.(1896),1.
こ
の
論
文
に
つ
い

て
は
、
清
永
敬
次
「
シ
ャ
ン
ツ
の
純
資
産
増
加
説
（
一
）（
二
・
完
）」
税
法
学
八
五
号
（
一
九
五
八
年
）
七
頁
、
八
六
号
（
同
年
）
一
五
頁
、

武
田
隆
二
「
純
財
産
増
加
説
の
根
本
思
考
―
―
シ
ャ
ン
ツ
純
財
産
増
加
説
を
中
心
と
し
て
―
―
」
神
戸
大
学
経
営
学
部
研
究
年
報
八
号
（
一
九

六
二
年
）
一
三
三
頁
、
金
子
・
前
掲
注
(9
)二
四
頁
以
下
﹇
初
出
・
一
九
六
六
年
﹈、
辻
山
栄
子
『
所
得
概
念
と
会
計
測
定
』（
森
山
書
店
・
一

九
九
一
年
）
三
六
頁
以
下
等
の
ほ
か
、
邦
訳
と
し
て
篠
原
章
「
ゲ
オ
ル
グ
・
シ
ャ
ン
ツ

所
得
概
念
と
所
得
税
法
（
一
）
〜
（
四
・
完
）」
成

城
大
学
経
済
研
究
一
〇
四
号
（
一
九
八
八
年
）
二
三
頁
〜
一
〇
七
号
（
一
九
八
九
年
）
一
二
一
頁
参
照
。
な
お
、
本
文
に
お
け
る
「
大
掴
み
の

ま
と
め
」
に
つ
い
て
は
、
谷
口
勢
津
夫
「
法
人
税
法
に
お
け
る
評
価
損
益
と
四
層
の
包
括
的
所
得
概
念
」
阪
大
法
学
六
四
巻
二
号
（
二
〇
一
四

年
）
三
一
七
頁
、
三
一
九
―
三
二
〇
頁
も
参
照
。

(28
)
G
.
v.
Schanz
(Fn.27),1.

(29
)
G
.
v.
Schanz
(Fn.27),5f.

(30
)
G
.
v.
Schanz
(Fn.27),7.

(31
)
G
.
v.
Schanz
(Fn.27),23.

(32
)
G
.
v.
Schanz
(Fn.27),31.

(33
)
シ
ャ
ン
ツ
の
担
税
力
の
理
解
の
仕
方
も
含
め
担
税
力
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
と
し
て
、
谷
口
勢
津
夫
「
税
制
に
お
け
る
担
税
力
の

意
義
」
税
研
一
一
九
号
（
二
〇
〇
五
年
）
三
三
頁
参
照
。

(34
)
増
井
良
啓
『
租
税
法
入
門
』（
有
斐
閣
・
二
〇
一
四
年
）
四
八
頁
。

(35
)
清
永
・
前
掲
注
(2
)九
八
頁
、
谷
口
・
前
掲
注
(3
)【
二
九
七
】
参
照
。

(36
)
谷
口
・
前
掲
注
(3
)【
一
八
二
】
参
照
。

(37
)
金
子
・
前
掲
注
(9
)二
九
五
―
二
九
六
頁
﹇
初
出
・
一
九
九
三
年
﹈、
谷
口
・
前
掲
注
(3
)【
一
八
三
】
参
照
。
そ
も
そ
も
、
所
得
概
念
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の
問
題
と
収
入
金
額
計
上
時
期
判
定
の
問
題
と
が
密
接
に
関
連
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
所
得
を
構
成
す
る
個
々
の
収
益
お
よ
び
損
費
が
い
つ

発
生
し
た
も
の
と
さ
れ
る
か
は
税
法
上
の
所・

得・

概・

念・

を
画
す
る
結
果
に
連
な
る
重
要
な
課
題
と
な
る
。」（
渡
辺
伸
平
『
税
法
上
の
所
得
を
め
ぐ

る
諸
問
題
』
司
法
研
究
報
告
書
一
九
輯
一
号
﹇
一
九
六
七
年
﹈
五
五
頁
）
と
い
う
指
摘
は
、
正
鵠
を
射
た
も
の
で
あ
る
。

(38
)
岡
村
忠
生
『
所
得
税
法
講
義
』（
成
文
堂
・
二
〇
〇
七
年
）
一
二
頁
。
な
お
、
所
得
税
法
が
①
の
側
面
に
お
け
る
実
現
主
義
を
採
用
す
る

理
由
に
つ
い
て
は
、
金
子
・
前
掲
注
(9
)六
四
―
六
六
頁
﹇
初
出
・
一
九
七
五
年
﹈
参
照
。

(39
)
金
子
・
前
掲
注
(15
)三
五
六
頁
、
五
九
一
頁
参
照
。

(40
)
谷
口
・
前
掲
注
(3
)【
三
三
六
】
参
照
。
所
得
の
人
的
帰
属
と
所
得
の
年
度
帰
属
と
が
相
互
に
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

谷
口
・
前
掲
注
(3
)【
二
三
二
】
も
参
照
。
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